
フリーソフトを活用したネットショップ構築テキスト 目次 
 
1. サーバ概要 

1. テキスト運用にあたって 
(1) テキストの概要 

2. 各サーバの概要 
(1) 設置サーバの概要 
(2) EC-CUBEについて 
(3) Moodleについて 
(4) ナレッジデリについて 

2. EC-CUBEサーバの設定 
1. EC-CUBEのインストール 

(1) システム要件 
(2) EC-CUBEが使用可能なレンタルサーバ 
(3) データベースの作成 
(4) EC-CUBEのインストール 
(5) 補足：EC-CUBEのダウンロード 

3. Moodleサーバの設定 
1. Moodleのインストール 

(1) システム要件 
(2) インストール用 CDの作成 
(3) 各パッケージのインストール 
(4) Moodleのインストール 
(5) 補足：Moodleパッケージのダウンロード 
(6) 補足：Apache2、PHP、MySQLパッケージのダウンロード 

2. 各種ファイルの設定 
(1) PHPファイルの設定 
(2) Apache2および Vine Linuxの再起動 
(3) グローバルな環境での閲覧確認 

3. ユーザの作成 
(1) ログイン・ログアウト 
(2) ユーザの追加 
(3) ユーザの修正 
(4) ロールの割当て 

4. コースサイトの作成 
(1) コースサイトとは 
(2) カテゴリの登録 
(3) コースの登録 

5. コース参加ユーザの登録 
(1) コース参加ユーザの登録方法 
(2) 学生による自己登録 
(3) 教員による手動登録 



6. リソースの追加 
(1) リソースとは 
(2) 編集モード 
(3) テキストページの作成 
(4) リソースの編集 
(5) 要約の確認 
(6) ウェブページの作成 
(7) ファイルまたはウェブサイトにリンク 
(8) その他のリソース 

7. 活動の追加 
(1) 活動とは 
(2) 小テストの作成 
(3) その他の活動 

4. ナレッジデリの設定 
1. 動作環境 

(1) 教材作成環境 
(2) 受講者環境 

2. ユーザの作成 
(1) ログイン・ログアウト 
(2) ユーザ登録 

3. コンテンツの作成 
(1) コンテンツの作成 
(2) テスト教材の作成 

4. コース教材の作成 
(1) コンテンツおよびテスト教材の登録 
(2) コースのシステムへの反映および受講者登録 

5. 付録：Vine Linuxのインストール 
1. サーバの設定 

(1) インストール用 CDの作成 
(2) Vine Linuxのインストール 

6. 付録：固定 IPの設定 
1. ルータの設定 

(1) 固定 IPの設定 
(2) アドレスの変換 



 

第 1章 サーバ概要 

1  

1.1 テキスト運用にあたって 

(1) テキストの概要 
 
今回、ネットショップ店長育成講座を行うにあたり、フリーソフトを活用し、ネットシ

ョップサイトを構築するための「フリーソフトを活用したネットショップ構築テキスト」

を作成した。 
 
本テキストでは、ネットショップを構築するために、サーバを構築し、ネットショップ

構築のためのフリーソフト「EC-CUBE」をインストールし、さらにネットショップ店長育
成講座を収録し、オンデマンド学習を行うために活用できる eラーニングプラットフォーム
「Moodle」および「Knowledge Deliver」をインストールし、設定を行う方法までを収録して
いる。 

 
このテキストを用いることにより、ネットショップを構築し、受講者との対面式の講座

を実施するだけでなく、eラーニングを活用したオンデマンド授業が行えるような構成にな
っている。 

 
これから講座を実施されたい先生方が、このテキストを参考に、講座を行い、eラーニン
グサイトを作成し、オンデマンドでの学習を行えるようになれれば幸いである。 

 
 
 
 
 
 

 
 

－ －
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1.2 各サーバの概要 

(1) 設置サーバの概要 
 
今回、ネットショップのサイト構築に使用するオープンソースである「EC-CUBE」およ
び、同じくオープンソースで、eラーニングサイトを構築するためのプラットフォームであ
る「Moodle」をインストールする為のサーバを構築した。 
サーバの OSには日本語対応の Linuxである「Vine Linux」を使用した。 
なお、Vine Linuxの詳細については、5章で紹介する。 
 
また、もう一つ、e ラーニングサイトを構築するための商用プラットフォームである
「Knowledge Deliver」をインストールする為のサーバを構築した。 

Knowledge Deliver は、Windows を OS としたシステムである為、今回サーバの OS には
「Windows 2000 Server」を使用した。 
なお、Windows2000 Serverの詳細については、6章で紹介する。 
 

(2) EC-CUBEについて 
 

① EC-CUBEとは 
 
「EC-CUBE」は、株式会社ロックオンがオープンソースとして提供している e コマース
サイト構築の為のパッケージソフトウェアである。 

eコマースは「電子商取引」とも呼ばれ、インターネット等のネットワーク上にて電子的
な情報で契約や売買、決済等を行うものである。 

EC-CUBEを用いる事により、ユーザに対して商品の詳細情報や商品検索、カートを用い
て商品の購入から決済までの一連の手続きを行うことができる。 
また、ネットショップサイトを作成するにあたり、あらかじめ用意されたテンプレート

のレイアウトを元に、魅力的なページを作成する事が可能である。 
さらに、EC-CUBE では PC からのみだけではなく、モバイルからの利用も可能である。

2008年 12月現在、DoCoMo、au、SoftBankの 3キャリアに対応している。 
一方、管理機能としては、管理画面による商品登録や詳細の登録、売上管理や欠品の管

理、顧客情報・受注情報・売上管理を行うことができる。 
また、メールマガジンの配信機能やサイトデザインの変更などもシンプルな操作で行う

ことが可能である。現在、Ver1シリーズおよび新機能を追加した Ver2シリーズがリリース
されているが、今回の講座では Ver.2.3.2を使用した。 

 

－ －
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② EC-CUBEの機能 

 
EC-CUBEの機能は、主にユーザ側が用いる事が出来る機能である「フロント機能」およ
び、管理者が用いる事が出来る機能である「管理機能」に大別される。 

 
フロント機能は、フロント機能は、「商品紹介」「商品注文」「MY ページ」「その他」「モ
バイル」「多言語対応」の 6の機能に分類される。 
また、管理機能は、「認証機能」「TOPページ」「基本情報設定」「商品管理」「顧客管理」
「受注管理」「売上集計」「メルマガ配信」「コンテンツ管理」「デザイン管理」「システム設

定」「オーナーズストア」の 12の機能に分類される。 
 

 
図 1-1 EC-CUBE フロント画面 

 

 
図 1-2 EC-CUBE 管理画面 

－ －
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それぞれの機能の一覧を以下の表に示す。各機能の詳細および使用方法については、「成

功するネットショップの企画と運営テキスト」で述べる。 
 

表 1-1 EC-CUBEにおけるフロント機能一覧 

分類 # 機能 説明 Ver.1 Ver.2

1 商品一覧ページ 登録商品をカテゴリごとに一覧
表示する ○ ○ 

2 商品サムネイル表示
一覧ページで商品がサムネイル
表示される ○ ○ 

3 商品一覧並び替え 商品を価格順・新着順で並び替
えをする事ができる ○ ○ 

4 商品詳細ページ 説明文表示・商品画像表示・カ
ゴへボタン表示ができる ○ ○ 

5 商品ステータス 
おすすめ・残り僅かなどのステ
ータスを表示（手動）させるこ
とができる 

○ ○ 

6 在庫終了ステータス
在庫が切れた場合には、自動的
に在庫切れを表示することがで
きる 

○ ○ 

A:商品紹介 

7 ユーザレビュー 商品詳細ページに商品レビュー
を登録・表示できるようにする ○ ○ 

1 ショッピングカート
複数商品選択などを行う、基本
的なショッピングカートを利用
できる 

○ ○ 

2 別のお届け先追加・
編集 

1 ユーザが複数のお届け先を保
持することができる（最大 20個
まで） 

○ ○ 

3 配送時間指定 管理者画面で登録した配送時間
の指定を行える ○ ○ 

4 決済方法選択 管理者画面で登録した支払い方
法の選択を行える ○ ○ 

5 ポイント購入 商品購入で蓄積したポイントを
利用して商品を購入できる ○ ○ 

6 購入前見積表示 
送料・手数料を自動計算した後、
注文内容の確認ページを表示で
きる 

○ ○ 

7 注文処理 

注文登録と同時に Thanksメール
を自動送信し、管理者にも注文
受付メールを送信することがで
きる 

○ ○ 

B:商品注文 

8 注文時会員登録 
会員登録していないユーザの購
入の際、同時に会員登録するか
どうか選択できる 

○ ○ 

1 会員登録 会員登録を行うことができる ○ ○ 

2 ログイン ユーザログイン画面を提供する ○ ○ 

3 会員情報編集 会員情報の登録・変更ができる ○ ○ 

4 注文履歴一覧表示 過去の注文を一覧表示する ○ ○ 

5 注文詳細確認 現在の注文内容を表示できる ○ ○ 

6 別のお届け先追加・
編集 

複数の配送先の登録・編集・削
除ができる ○ ○ 

C:MYページ 

7 退会 退会手続きを行うことができる ○ ○ 

－ －
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分類 # 機能 説明 Ver.1 Ver.2

1 パスワードヒント機
能 

ユーザがパスワードを忘れた際
に会員登録時に入力したパスワ
ードヒントからパスワードを表
示することができる 

○ ○ 

2 オススメ商品表示 
トップページのオススメ枠に設
置したオススメ商品を表示する
ことができる 

○ ○ 

3 新着情報表示 新着情報の表示を行うことがで
きる ○ ○ 

4 商品カテゴリ検索 商品カテゴリをもとに検索を行
うことができる ○ ○ 

5 商品キーワード検索
キーワード検索（ブランド名、
商品名の一部など）で検索でき
る 

○ ○ 

6 メルマガ登録・変更
メールマガジン購読登録の解
除・変更ができる。 ○ ○ 

7 お問い合わせフォー
ム 

問い合わせフォームから管理者
宛に問い合わせをメールするこ
とができる 

○ ○ 

D:その他 

8 キャンペーン応募 

管理画面より作成したキャンペ
ーンページより、キャンペーン
応募や会員登録をすることがで
きる 

○ ○ 

1 モバイルサイト生成 モバイルサイトを自動生成する ○ ○ 

2 絵文字互換機能 主要 3 キャリアの絵文字に対応
し、自動で互換される ○ ○ 

3 公式サイト対応 主要 3 キャリアの公式サイトに
対応している ○ ○ E:モバイル 

4 簡単ログイン対応 
携帯固有の製造番号登録によ
り、2回目からは簡単にログイン
できるようになる 

○ ○ 

F:多言語対応 1 多言語対応 UTF-8 の採用により、多言語サ
イトに対応する × ○ 

出所：「EC-CUBE公式サイト」http://ec-cube.net/ 

－ －
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表 1-2 EC-CUBEにおける管理機能一覧 

分類 # 機能 説明 Ver.1 Ver.2

1 パスワード認証 管理者登録したユーザでの ID・
パスワードによるログイン ○ ○ 

A:認証機能 
2 管理者登録 複数の管理者の登録を行うこと

ができる ○ ○ 

B:TOPページ 1 集計情報簡易表示 現在の売上・会員数を TOPペー
ジに表示できる ○ ○ 

1 SHOPマスタ サイト運営に必要な会社情報の
設定・編集ができる ○ ○ 

2 消費税計算方法設定
消費税の端数を何桁で切り捨て
るか、四捨五入・切り捨てのど
ちらで計算するかを設定できる 

○ ○ 

3 配送料無料条件設定
購入合計金額等から配送料が無
料になる条件の設定を行うこと
ができる 

○ ○ 

4 特定商取引に関する
法律 

特定商取引に関する法律に定め
る要件等の記入・編集ができる ○ ○ 

5 配送業者・配送料・
配送時間指定 

配送業者および配送業者ごとの
配送料・配送時間の設定ができ
る 

○ ○ 

6 支払い方法・手数料
設定 

支払い方法・支払い方法ごとの
手数料の設定ができる ○ ○ 

7 会員規約設定 会員登録時に確認する規約の記
入・編集ができる ○ ○ 

8 支払い方法利用条件
設定 

購入金額の上限下限の設定を行
うことができる ○ ○ 

9 ポイント設定 

商品全体に対するポイント付与
率の設定、会員時に付与するポ
イント数の設定、商品ごとのポ
イント付与率の設定ができる 

○ ○ 

10 各種メールテンプレ
ート登録 

メール文面（問い合わせ自動応
答、購入自動応答）の設定・登
録ができる 

○ ○ 

11 SEO管理 メタタグにキーワードを埋め込
むことができる ○ ○ 

C:基本情報
設定 

12 サイト管理設定 機能を利用するかどうかを設定
できる ○ ○ 

1 商品検索・一覧 商品の検索・一覧表示を行うこ
とができる ○ ○ 

2 商品情報 CSV出力 商品データの CSV出力ができる ○ ○ 

3 商品情報 CSV登録 商品データを CSVで一括登録す
ることができる ○ ○ 

4 商品登録・編集機能
商品名・価格・コメントなどの
商品基本データの登録ができる ○ ○ 

5 商品画像登録 商品画像のアップロード・登録
ができる ○ ○ 

6 在庫情報登録 在庫数の登録を行うことができ
る ○ ○ 

7 販売制限 一度の注文で同時に購入可能な
商品数の制限ができる ○ ○ 

8 関連商品手動管理・
編集 

商品を購入した人に推奨する関
連商品の手動登録ができる ○ ○ 

D:商品管理 

9 規格登録 商品の規格の登録ができる ○ ○ 

－ －
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分類 # 機能 説明 Ver.1 Ver.2

 10 カテゴリ登録・編集
機能 

商品の表示スタイル選択、階層
の登録・編集ができる ○ ○ 

11 商品並び替え 各カテゴリ商品一覧に表示され
る表示順序の変更ができる ○ ○ 

12 商品レビュー管理 商品のレビュー管理ができる ○ ○ 

13 複数カテゴリ 商品を複数カテゴリに登録して
管理することができる ○ ○ 

14 商品キーワード検索
項目管理 

商品のキーワードの項目を登録
できる ○ ○ 

 

15 トラックバック管理 トラックバックしているブログ
などの情報を知ることができる ○ ○ 

1 顧客情報検索・一覧
顧客情報の検索、一覧表示がで
きる ○ ○ 

2 顧客情報 CSV出力 顧客情報の CSV出力ができる ○ ○ E:顧客管理 

3 顧客情報編集 顧客情報の編集ができる ○ ○ 

1 受注情報検索・一覧
受注情報の検索・一覧表示がで
きる ○ ○ 

2 受注情報 CSV出力 受注内容の CSV出力ができる ○ ○ 

3 受注情報編集 受注情報の編集ができる ○ ○ 

4 対応状況設定 
未処理、商品手配中、配送中な
どのステータスを設定すること
ができる 

○ ○ 

5 各種メール送信 
注文されたお客様に任意のタイ
ミングで「商品発送済みメール」
などのメールを送信できる 

○ ○ 

F:受注管理 

6 対応状況一括変更 複数の受注ステータスを一括で
変更できる ○ ○ 

1 期間別集計 
任意の期間の売上集計結果をグ
ラフと一覧で表示でき、CSV 出
力できる 

○ ○ 

2 商品別集計 
商品別の売上集計結果をグラフ
と一覧で表示でき、CSV 出力で
きる 

○ ○ 

3 年代別集計 
購入者の年代別の売上集計結果
をグラフと一覧で表示でき、
CSV出力できる 

○ ○ 

4 職業別集計 
購入者の職業別の売上集計結果
をグラフと一覧で表示でき、
CSV出力できる 

○ ○ 

G:売上集計 

5 会員別集計 
購入者の会員別の売上集計結果
をグラフと一覧で表示でき、
CSV出力できる 

○ ○ 

1 メルマガ配信検索・
配信予約 

メルマガ配信先のしぼり込み検
索・配信予約設定ができる ○ ○ 

2 HTML メルマガテン
プレート作成 

HTML ベースのメルマガテンプ
レートの作成が行える ○ ○ 

3 TEXT メルマガテン
プレート作成 

TEXT ベースのメルマガテンプ
レートの作成を行うことができ
る 

○ ○ 

H：メルマガ
配信 

4 配信履歴 メルマガの配信履歴、配信内容、
配信条件の確認ができる ○ ○ 

－ －
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分類 # 機能 説明 Ver.1 Ver.2

1 新着情報管理 
フロント TOPページなどに表示
する新着情報の登録・編集がで
きる 

○ ○ 

2 オススメ管理 
フロント TOPページなどに表示
するオススメ商品の登録ができ
る（最大 8個まで） 

○ ○ 

3 キャンペーン管理 キャンペーンの設定・ページ作
成ができる ○ ○ 

4 ファイル管理 ファイルのアップロード・ダウ
ンロードができる ○ ○ 

I:コンテンツ
管理 

5 CSV出力項目設定 CSV で出力する際に記載される
内容を設定できる ○ ○ 

1 レイアウト編集 
TOP ページ・商品一覧ページ・
商品詳細ページのレイアウトを
変更できる 

○ ○ 

2 ブロック編集 
TOP ページのレイアウト編集に
て、表示させるブロックを登録
する事ができる 

○ ○ 

3 ヘッダー･フッター
編集 

全ページで共通で使用するヘッ
ダー・フッターの編集ができる ○ ○ 

4 CSS編集 管理画面より CSS の編集ができ
る 

○ 
※1 

○ 
※2 

J:デザイン管
理 

5 テンプレート設定 
あらかじめ用意された専用テン
プレートをワンボタンで適用で
きる 

○ ○ 

1 メンバー管理 管理画面にログインできるメン
バーの管理を行う ○ ○ 

2 アップデート管理 EC-CUBE のバージョン管理が
できる ○ ○ 

3 モジュール管理 EC-CUBE で利用できる他社サ
ービスのモジュール設定を行う ○ ○ 

K:システム
設定 

4 バックアップ管理 
EC-CUBE の現在の登録商品な
どや顧客データのバックアップ
を保存します 

○ ○ 

1 会員サポート 電話・メールにて構築のサポー
トを行う（有料） × ○ 

2 自動アップデート 
操 作 す る 事 な く 自 動 で
EC-CUBE をアップデートする
（有料） 

× ○ L:オーナー
ズストア 

3 EC-CUBE Speed Mail EC-CUBE メール配信サービス
の上位版を利用できる（有料） × ○ 

※1 デフォルトではテキスト装飾等の CSSが登録されている 
※2 全てのレイアウトを CSSにて制御している 

出所：「EC-CUBE公式サイト」http://ec-cube.net/ 

 

－ －
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(3) Moodleについて 
 

① Moodleとは 
 
Moodleは、Martin Dougiamas 氏が開発を行ったコース管理システム（コースマネジメン
トシステム：CMS）である。Dougiamas氏はオーストラリアのカーティン工科大学に在籍時、
WebCT の管理を担当していたが、カスタマイズ上の制約や、修士課程での「社会的構築主
義（Social Constructionism）」の研究の中で、プラットフォームの開発を行おうとしていたこ
とから、Moodleを開発した。 

 
当時は Plone というコンテントマネジメントシステムを使用していた。Plone は Pyton と
いうスクリプト言語によって開発可能であったが、Moodle では比較的短期間で習得可能な
PHPスクリプトで開発を行った。 

 
現在は、Moodleは世界で 1万サイト以上のサーバが運用されている。Moodleの利点は、 

 
・問題解決の為のノウハウが公式サイト上のフォーラムでやり取りされている。 
・オフラインでの研究会の開催が活発に行われている。 
・誰でもコミュニティサイトに登録し、バグフィックスや拡張モジュールを投稿できる。 
 
などがある。 
 

図 1-3 Moodle フロントページ 

 

－ －
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② Moodleの機能 

 
Moodleでは、「コースサイト」と呼ばれる、科目ごとの受講者のみがアクセスできるWeb
サイトを作成し、コース作成者の権限を持ったユーザのみが、コースサイトの中に、講義

テキストなどのリソースや、テスト・チャット・掲示板などのモジュールの設置や成績管

理などを行うことができる。 
以下の表に、Moodleの主な機能を示す。 
なお、実際のMoodleの設定に関しては、3章で紹介する。 
 

表 1-3 Moodleにおける主な機能 

機能 説明 

コースの追加・編集
学科や年度などのカテゴリを作成し、授業名・概要・開始日・終了

日などの情報を入力したコースを作成・編集することができる 

ブロック編集 コースのレイアウトを変更することができる 

リソースの追加・編

集 
それぞれの授業の教科書となるテキストページ・Web ページ・ファ
イルなどを追加・編集することができる 

活動モジュールの

追加・編集 
チャットや課題・小テストなどの活動モジュールを追加・編集する

ことができる 

ユーザ登録 コースに参加できる教員・学生等の登録を行うことができる 

ユーザ登録方法 
コースサイトに学生を登録する際、学生に自己登録させたり、教員

が手動で登録したりすることができる 

バックアップ コース・ユーザのバックアップを行うことができる 

ロケーション Moodleを使用している国やタイムゾーン等を設定できる 

言語設定 
使用しているデフォルトの言語の設定・編集および言語パックのイ

ンストールができる 

プラグイン 
使用している活動モジュールやブロック等の表示・非表示などの設

定ができる 

セキュリティ ログインの方法やユーザ名の表示方法等の設定を行うことができる

アピアランス 
Moodleのテーマ（デザイン）・カレンダー・HTMLエディタなどの仕
様変更ができる 

フロントページ 
Moodle にログインした際のメインページとなるフロントページの設
定を行うことができる 

サーバ 
ユーザのログアウトまでの時間や eメール、ログの保存期間等、サー
バに関する設定ができる 

レポート 
コースごとのログや、ユーザあるいは日付ごとのログなどの詳細を

閲覧することができる 

 

－ －
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また、コースを作成するにあたり、授業のテキストとして利用できる主な「リソース」

を以下の表に示す。 
 

表 1-4 Moodleにおける主なリソース 

リソース名 説明 

テキストページの

作成 
テキスト（文字）および空白や改行、HTMLタグのみで構成された、
シンプルなページを作成することができる 

ウェブページの作

成 
Moodle 内に埋め込まれている HTML ブラウザエディタを用いて、
Wordのような感覚でWebページを作成することができる 

ファイル・サイトに

リンク 

コンピュータ上にある PDF、Word文書、Excelブック、画像・動画・
音声ファイルなどのアップロードを行うことや、外部の Web サイト
へリンクすることができる 

ディレクトリの表

示 
コース内のファイル一覧を表示し、目的のファイルを利用すること

ができる。 

 
リソースに対し、掲示板などのコミュニケーションツールやテスト・簡易投票などを行

うための主な「活動モジュール」を以下の表に示す。 
 

表 1-5 Moodleにおける主な活動モジュール 

活動モジュール名 説明 

Wikiモジュール 
コースのメンバーが誰でも自由に書き込むことができ、共同のプロ

ジェクトなどに利用できる 

チャットモジュー

ル 
時間を設定しチャットを行うことができ、オフィスアワーなどに利

用できる 

データベースモジ

ュール 
学生の作品などのファイルを保存・閲覧できるデータベースを作成

できる 

フォーラムモジュ

ール 
学生同士、教員同士、あるいは教員と学生が情報を交換できる掲示

板を設置できる 

レッスンモジュー

ル 
解説のページとテストのページを組み合わせて、レッスン教材を作

成できる 

ワークショップモ

ジュール 
学生同士による課題の評価を行うことができる 

小テストモジュー

ル 
○×問題や作文問題など、さまざまな形式のテストを作成できる 

投票モジュール 学生の理解度や要望、多数決などを採る際に利用できる 

用語集モジュール 語彙集など、コース用の辞書を作成・閲覧することができる 

課題モジュール 
教員が学生に対して、様々なファイル形式のアップロードによる課

題を提出させることができる 

 

－ －
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(4) Knowledge Deliverについて 
 

① Knowledge Deliverとは 
 
Knowledge Deliverは、株式会社デジタル・ナレッジが提供する、学習の進捗・成績など、
受講者の管理を行う LMS（Learning Management System：学習管理システム）および教材の
作成・単元設定・コンテンツ等の管理を行う LCMS（Learning Content Management System：
学習コンテンツ管理システム）を組み合わせた、商用の統合 eラーニングプラットフォーム
である。 

 
LCMS を利用することにより、すでに作成している PowerPoint プレゼンテーションや

Word文書、動画ファイルなどを元に、コンテンツ BOXを用いてアップロードを行った後、
音声やテロップを加えることができ、受講者によりわかり易いオリジナル教材を作成する

ことができる。 
 

図 1-4 Knowledge Deliver コンテンツ BOX 

 

－ －
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その後、コースを作成し、教材をコースに当てはめていく。 
受講者はコースにあわせて、教材を用いて受講することができ、LMS を利用して受講者
の学習履歴や進捗状況、問題解答の正答率などの管理を行うことができる。 

 

図 1-5 Knowledge Deliver コース選択画面 

 
② Knowledge Deliverの機能 

 
Knowledge Deliverの機能は、「教材作成」および「運用・管理」の 2つの機能に分けるこ
とができる。 

 
教材作成機能では、受講者が受講するコースの作成、およびコース内に配置する教材の

アップロード、および音声やテロップの追加を行うことができる。 
 
一方、運用・管理機能では、受講者のユーザ登録や受講状況・学習震度のチェックなど、

受講者管理の他、各ページのインフォメーション設定、各コースについての FAQ管理など、
システムの設定を行うことができる。 

 
それぞれの機能について、次ページ以降の表に述べる。 

－ －
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表 1-6 Knowledge Deliverにおける教材作成機能 

機能 説明 

フォルダ作成 
作成した教材をアップロードして入れておくフォルダを作成・編集

することができる 

コンテンツ追加・作

成 
既存の PowerPointプレゼンテーション・Word文書・を用いて、教材
をアップロードすることができる 

指示動作・音声の付

加 

アップロードした PowerPoint プレゼンテーションなどに、マーカー
やポインタ等の指示動作や音声を、画面上で録画することや、既成

の音声を付加することができる 

テキスト打ち込み テキストを画面内で直接入力し、教材を作成することができる 

HTML アップロー
ド 

Word文書や画像・音声・動画ファイルなど、複数のファイルをまと
めてアップロードし、その場でWebページの教材を作成する 

Webページ参照・映
像参照 

あらかじめアップロードした HTML ファイル・動画ファイルを、教
材として利用することができる 

テスト教材作成 
PowerPointプレゼンテーションを用いることや、直接テキスト入力を
行うことにより、○×問題・複数選択問題・記述式問題などのテス

ト問題を作成することができる 

コース作成 
コースおよび章・単元を作成し、教材を割り当て、コースをアップ

ロードすることができる 

 

 
図 1-6 Knowledge Deliver 教材作成画面 

－ －
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表 1-7 Knowledge Deliverにおける運用・管理機能 

機能 説明 

ユーザ登録・編集 
MANAGER（管理者）や、USER（コース受講を行う受講者）の登録
および編集を行う 

部門作成 部門を作成し、ユーザを部門ごとに管理することができる 

ユーザデータのイ

ンポート 
CSVファイルを用いて、ユーザの一括登録を行うことができる 

ユーザデータのエ

クスポート 
システム上にあるユーザデータを、ローカル環境へ書き出すことが

できる 

受講者別受講状況 
受講者を絞り込み、学習開始日・前回学習日・受講期限・修了日・

学習時間・進捗率・正解率・ログイン回数などの学習進捗を確認す

ることができる 

コース別受講状況 
コース単位で、学習完了者数・テスト正答率・平均学習時間を確認

することができる 

質問管理 受講者からの質問を確認し、返信することができる 

インフォメーショ

ン設定 
コースごとの「お知らせ」や、全体に対する「お知らせ」を作成・

更新することができる 

FAQ管理 各コースおよび全般的な FAQを作成・更新することができる 

HOME 画面カスタ
マイズ 

「教材を作る」などのタブや、FAQ、掲示板などの表示・非表示を設
定できる 

デザインカスタマ

イズ 
タイトルロゴの画像や、コピーライトおよびシステム名のテキスト

部分を編集できる 

システムメール設定 自動送信メールの送信者名義や送信者メールアドレスを設定できる

メールテンプレー

ト設定 
ユーザ登録完了メールなど、自動送信されるメールの文面を登録す

ることができる 

SCORM コンテンツ
の読み込み 

Knowledge Deliver 以外のシステムで利用した eラーニング用教材を
転用することができる 

 

 
図 1-7 Knowledge Deliver 運用・管理画面 

－ －
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2.1 EC-CUBEのインストール 

(1) システム要件 
 
EC-CUBEのサーバを構築し、インストールを行う場合は、ソフトウェア要件・最小構成
のハードウェア構成・および対応ブラウザについて条件を満たしている必要がある。 
以下、提供元のロックオン社が示している各要件について述べる。 
 

① ソフトウェア要件 
 
EC-CUBEをインストールする際に必要なソフトウェア要件を、以下の表に示す。 
 

表 2-1 ソフトウェア要件 

分類 ソフトウェア 動作確認済み 

Windows 

Windows 2000 Professional 
Windows 2000 Server 
Windows 2003 Server 
Windows XP Professional 
Windows NT Workstation 4.0 
Windows NT Server 4.0 

OS 

UNIX 
Linux glibc 2.1/2.2/2.3 
FreeBSD 5.4以降 

言語 PHP 
PHP4.1.x以降 
PHP5.0.x以降 

ライブラリ 画像生成 
freetype2 2.1.x以降 
gd 2.0.x以降 

Postgres PostgreSQL 7.4.x以降 
データベース 

MySQL 
MySQL4.1以上 
（MySQL5.x系を含む） 

出所：「EC-CUBE公式サイト」http://ec-cube.net/ 

 
② ハードウェア構成 

 
EC-CUBEをインストールする際に必要なハードウェア構成（最小値）を、以下の表に示
す。 

 
表 2-2 ハードウェア構成（最小値） 

ハードウェア 最小値 

CPU Intel Pentium互換 300MHz以上を推奨 

メモリ OSの最低動作環境以上 

HDD 50MB以上を推奨 
※商品情報の登録情報は含まない 

出所：「EC-CUBE公式サイト」http://ec-cube.net/ 

 

－ －
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③ 管理機能対応ブラウザ 

 
EC-CUBEの管理機能を使用する際に対応しているブラウザについて、以下の表に示す。 
 

表 2-3 管理機能対応ブラウザ 

ブラウザ 対応バージョン 

Microsoft Internet Explorer 6.0（SP1）以上 

Fire Fox 1.5.0.4以上 
出所：「EC-CUBE公式サイト」http://ec-cube.net/ 

 

(2) EC-CUBEが使用可能なレンタルサーバ 
 
EC-CUBE をインストールする際、自身で用意したサーバでなく、レンタルサーバを使
用する場合は、2009年 1月 16日現在、以下のレンタルサーバが使用可能である。 

 
① オフィシャルパートナー 

 
EC-CUBEをホスティングの付属サービスとして導入しているレンタルサーバ会社のうち、
契約すれば最初から EC-CUBEを使用できる会社を「オフィシャルパートナー」と呼ぶ。 

2009年 1月 16日時点で EC-CUBEのオフィシャルサイトに挙げられている、オフィシャ
ルパートナーを次ページの表に示す。 

 
 
 

 
 
 

－ －
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表 2-4 オフィシャルパートナー一覧 

サービス名 対応 
バージョン 

詳細 

KAGOYA 
Internet 
Routing 

ver.1 
ver.2 

カゴヤ・ジャパン株式会社が提供している、高品質ホステ

ィングサービス。 
独自のコントロールパネルからインストール先を選択する

だけの簡単操作で、EC-CUBEをインストールすることがで
きる。 
インストールに関する不明な点は、電話サポートも対応し

ている。 

WADAX ver.2 

株式会社ワダックスが提供している、高機能・高セキュリ

ティのサーバを手ごろな価格で提供しているホスティング

サービス。 
使用するにはインストールが必要であるが、代行設定も行

っている。 

iSLE 
（アイル） 

ver.2 

GMO ホスティング＆セキュリティ株式会社が提供してい
るホスティングサービス。 
マルチドメイン対応共用サーバ「Infinito」にて EC-CUBE
が標準搭載されている。 

ラピッド 
サイト 

ver.1 
ver.2 

GMO ホスティング＆セキュリティ株式会社が提供してい
るホスティングサービス。 
ラピッドサイトの「VPSサービス」では、EC-CUBEが標準
装備されている。 
また、設定代行も行っている。 

クララ 
オンライン 

ver.1 
ver.2 

株式会社クララオンラインが提供しているホスティングサ

ービス。 
「Linux FPSサービス」及び「Linux専用サーバサービス」
にて、EC-CUBEを使用することができる。 

使えるねっと 
ver.1 
ver.2 

株式会社 JMFが提供しているホスティングサービス。 
簡単インストールツールにて EC-CUBE をインストールで
きる。 

Joe'sウェブ 
ホスティング 

ver.1 
ver.2 

株式会社 Joe'sウェブホスティングが提供しているホスティ
ングサービス。 
全共用サーバおよび専用サーバから、「Joe'sの素（フルマネ
ージド）」のコントロールパネル「CPanel」から、無償で
EC-CUBEをワンタッチでインストールできる。 
また、バージョンアップの都度、検証の上問題の生じない

限り、無償で最新版にアップデートする処理を行っている。

出所：「EC-CUBE公式サイト」http://ec-cube.net/ 

 

－ －
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② 動作検証済みレンタルサーバ 

 
EC-CUBEをホスティングの付属サービスとして導入しているレンタルサーバ会社のうち、
サービス提供会社の協力の下、EC-CUBE 開発チームが EC-CUBE のインストール、動作検
証を行ったレンタルサーバを「動作検証済みレンタルサーバ」と呼ぶ。 

2009年 1月 16日時点で EC-CUBEのオフィシャルサイトに挙げられている、動作検証済
みレンタルサーバを以下の表に示す。 

 
表 2-5 動作検証済みレンタルサーバ一覧 

サービス名 対応 
バージョン 

詳細 

アスカレンタ

ルサーバ 
ver.2 

株式会社ロジックリンクが提供しているホスティングサー

ビス。 
EC-CUBEのインストールに関して、ユーザーマニュアルが
公開されている。 
また、EC-CUBEの文字化け対応パッチ済みデータをサイト
よりダウンロードできる。 

ABLENET ver.2 

株式会社ケイアンドケイコーポレーションが提供している

ホスティングサービス。 
EC-CUBE のサポートは対応していないが、サイトに
EC-CUBE のインストール手順がキャプチャ画像と共に公
開されている。 

CPI ver.1 

株式会社 KDDI ウェブコミュニケーションズが提供してい
るホスティングサービス。 
サイトには EC-CUBE のインストール手順が公開されてい
る。 

ドライブ 
ネットワーク 

ver.1 

株式会社シーポイントが提供しているホスティングサービ

ス。 
オンラインヘルプページ（管理画面）より、ワンクリック

でインストールできる。 

Web Arena 明記なし 
株式会社エヌ・ティ・ティピー・シーコミュニケーション

ズが提供しているホスティングサービス。 
出所：「EC-CUBE公式サイト」http://ec-cube.net/ 

 

－ －
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③ EC-CUBEが使われているレンタルサーバ 

 
EC-CUBEをホスティングの付属サービスとして導入しているレンタルサーバ会社のうち、

EC-CUBE 開発チームが動作確認は行っていないが、レンタルサーバサービスに EC-CUBE
を搭載しているレンタルサーバを「EC-CUBEが使われているレンタルサーバ」と呼ぶ。 

2009 年 1 月 16 日時点で EC-CUBE のオフィシャルサイトに挙げられている、EC-CUBE
が使われているレンタルサーバを以下の表に示す。 

 
表 2-6 EC-CUBEが使われているレンタルサーバ一覧 

サービス名 提供元 

まるごとサーバー GMOインターネット株式会社 

レンサバ.com GMOインターネット株式会社 

@YMC 株式会社@YMC 
出所：「EC-CUBE公式サイト」http://ec-cube.net/ 

 
④ EC-CUBEが使えるレンタルサーバ 

 
EC-CUBEをホスティングの付属サービスとして導入しているレンタルサーバ会社のうち、

EC-CUBE 開発チームが動作確認は行っていないが、レンタルサーバ会社から EC-CUBE を
利用できると報告を受けているレンタルサーバを「EC-CUBEが使えるレンタルサーバ」と
呼ぶ。 

2009 年 1 月 16 日時点で EC-CUBE のオフィシャルサイトに挙げられている、EC-CUBE
が使えるレンタルサーバを以下の表に示す。 

 
表 2-7 EC-CUBEが使えるレンタルサーバ一覧 

サービス名 提供元 

インフォジャム 株式会社インフォジャム 

XREA（エクスリア） 株式会社デジロック 

AT+LINK 
専用サーバサービス 

株式会社リンク 

XSERVER 株式会社ベット 

ファーストサーバ ファーストサーバ株式会社 

WEBMASTERS 株式会社イーサポート 

Xbit 株式会社アイティーブースト 

hateml（ヘテムル） 株式会社 paperboy&co. 
出所：「EC-CUBE公式サイト」http://ec-cube.net/ 

 

－ －
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(3) データベースの作成 

 
ここからは、EC-CUBEをインストールする為に必要な作業にとりかかる。 
まずは、EC-CUBEをインストールする際に必要なデータベースを作成する。 
本テキストでは、データベース作成に必要なソフトウェアとして、MySQLを用いて操作
説明を進める。 
また、Webサーバのソフトウェアである Apache2およびがインストールされている環境
での説明を行う為、Apache2、PHPおよびMySQLおよびをインストールする必要がある
場合は、3章の補足「Apache2、PHP、MySQLパッケージのダウンロード」を参考にして
いただきたい。 

 
 [パネル]→[GNOME端末]をクリックする。 

1.クリック 

 
MySQLへ root権限でログインする。 

1.入力

 

－ －
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任意の名前のデータベースを作成する。 
今回は「ec」という名前でデータベースを作成する。 

1.入力

 
現在作成されているデータベースを確認する。 

1.入力

 

－ －
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現在作成されているデータベースが一覧で表示される。 
「ec」という名前のデータベースが作成されている事を確認する。 

1.確認 

 
「ec」データベース内に「user」というユーザ名を作成し、そのユーザに任意のパ
スワードを設定する。 
「???」の部分に任意のパスワードを入力する。 

1.入力

※GRANT ALL PRIVILEGES ON [データベース名 ].* TO [ユーザ名 ]@localhost 
IDENTIFIED BY '[パスワード]' with grant option 

－ －
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登録したユーザを入力し、ユーザとパスワードを確認する。 

1.入力

 
My SQLからログアウトし、GNOME端末を閉じる。 

1.入力

 

－ －
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(4) EC-CUBEのインストール 

 
データベース作成完了後、続いて EC-CUBEのインストールを行う。 
本テキストでは、付属の DVDに収録されているパッケージを用いた操作方法を紹介する
が、EC-CUBE の Web サイトからパッケージをダウンロードする場合は、2 章の補足
「EC-CUBEのダウンロード」を参考にしていただきたい。 

 
DVD内の「eccube-2.3.2」zipファイルをデスクトップへドラッグしてコピーする。

1.デスクトップへドラッグ

 
EC-CUBEをどこにインストールすれば良いか、apache2内の httpd.confを調べる。
[rootのホーム]をダブルクリックして開く。 

1.ダブルクリック

 
ツールバー下部に、現在開かれているフォルダの位置が表示される。 
左向き▲ボタンを 2回クリックし、[ファイルシステム]を開く。 

1.２回クリック

－ －
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[etc]フォルダをダブルクリックして開く。 

1.ダブルクリック 

 
さらに[apache2]フォルダおよび[conf]フォルダをダブルクリックして開き、[conf]
フォルダ内のファイル[httpd.conf]をダブルクリックして開く 

1.ダブルクリック

 

－ －
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281行目の DocumentRootを確認する。 
 
今回は「"/var/www/html"」となっている為、[var]フォルダ→[www]フォルダ→[html]
フォルダ内にインストールを行う。 
 
確認後、httpd.confを閉じる。 

1.確認

 
インストールするフォルダを開く為に、まず[ファイルシステム]を開く。 

1.クリック 

 

－ －
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さらに[var]フォルダ→[www]フォルダ→[html]フォルダの順にダブルクリックして
開く。 

1.ダブルクリック 

 
 

デスクトップへ移動しておいた「eccube-2.3.2」zipファイルを、ダブルクリックし
て解凍する。 

1.ダブルクリック

 

－ －
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解凍したフォルダ「eccube-2.3.2」を、[html]フォルダ内へドラッグして移動する。

 
移動したフォルダ「eccube-2.3.2」を、簡潔な名前に変更する。 
 
今回は「ec」という名前に変更する。 
（以後、移動したフォルダ名を入力する箇所がある場合、本テキストでは「ec」と
入力する。） 
 
フォルダの名前を変更する場合は、フォルダをクリックして選択し、[F2]キーを押
すと名前の編集モードになる。 

1.ドラッグ

1.クリック

2.[F2]キー

 

－ －
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つづけて、クライアントとして使用するパソコンのブラウザより EC-CUBEのイン
ストールを始める。 
 
「http://[先ほど参照した DocumentRoot を表示できる IP アドレス]/ec/html/install」
へアクセスする。 
 
ルータでの IPアドレスの確認、固定 IPの設定、およびポート番号の変更が必要な
場合は、7章の付録「ルータの設定」を参考にしていただきたい。 
 
インストール開始画面が表示された事を確認し、[次へ進む]をクリックする。 

I
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P アドレス 

1.入力

2.クリック

－ －
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アクセス権限のチェックが行われる。 
 
属性の変更が必要な場合は、変更するファイルがリスト表示される。 
 
（※以下インストール中のサーバのマシンで操作を行う） 
[ec]フォルダの中から、目的のフォルダ内の変更するファイルを探す。 
 
探したファイルを右クリック→[プロパティ]をクリックする。 
 
プロパティのダイアログボックスの中から、[アクセス権]タブをクリックする。 
読み込み・書き込み・実行の各チェックボックスをクリックし、チェックを入れ

る。 

 

1.クリック

2.クリック 

 

－ －
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属性の変更が必要ない場合、あるいはすべて属性を変更し、再チェックを行い問

題なければ、下記の画面が表示される。 
[次へ進む]をクリックする。 

 
必要なフ

コピー完

 

http://IP アドレス 

1.クリック 

ァイルのコピーが開始される。 
了後、[次へ進む]をクリックする。 
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http://IP アドレス 

1.クリック 

－ －
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ECサイトの設定画面が表示される。 
店名、管理者のメールアドレス（後ほど受注メールなどが届く）、および後ほど必

要な管理画面の任意のログイン IDおよびパスワードを設定する。 

http://IP アドレス 

2.入力 

1.入力 

3.入力 

4.入力 

 
続いて、Web サーバの設定を行う。HTML パス（[ec]フォルダ内の[html]フォルダ
の位置）、URL（「http://[DocumentRootを表示できる IPアドレス]/ec/html/」）を入力
する。「URL（セキュア）」は、暗号化しない場合は URL（通常）と同じものを入
力する。入力完了後、[次へ進む]をクリックする。 

http://IP アドレス 

1.入力 
IP アドレス 

2.入力 

3.入力 

IP アドレス 

4.クリック 

－ －
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データベースの設定画面が表示される。[DB の種類]は、インストールしているデ
ータベースを右側下向き▼ボタンをクリックし、プルダウンメニューの一覧から

選択する。 
 
[DBサーバ]は、データベースがインストールされているサーバのアドレス（IPア
ドレス）を入力する。 
[ポート]は、MySQL を使用する場合で、ポート番号を変更する必要がある場合の
み入力する。 
 
[DB名]、[DBユーザ]および[DBパスワード]は、「(3)データベースの作成」にて指
定したデータベース名、ユーザ名およびパスワードを入力する。 
 
全て入力完了後、[次へ進む]をクリックする。 

 

http://IP アドレス 

1.選択

5.入力 

－
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3.入力

4.入力

2.入力
IPアドレス 

6.クリック 

－
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データベースの初期化画面が表示される。 
[次へ進む]をクリックする。 

http://IP アドレス 

1.クリック 

 
データベースの初期化画面が表示される。 
[次へ進む]をクリックする。 

http://IP アドレス 

1.クリック 

 

－ －
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データベースの初期化が完了する。 
[次へ進む]をクリックする。 

 
サイト情

[次へ進む

1.

 

http://IP アドレス 

1.クリック 

報について情報提供の可否を選択し、 
]をクリックする。 
37  

http://IP アドレス 

クリック 
2.クリック 

－ －
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インストール完了画面が表示される。 
[管理画面]の文字列をクリックする。 

 
管理画面

手順 16に

※なお、ログイ

プの企画と運営テ
http://IP アドレス 

1.クリック

へのログイン画面が表示される。 
て設定した IDおよびパスワードを入力し、[LOGIN]をクリックする。 
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http://IP アドレス 

1.入力 

2.入力 

3.クリック 

ン以降の管理画面の設定および運営に関しては、「成功するネットショッ

キスト」にて説明を行う。 

－ －



 

第 2章 EC-CUBEサーバの設定 
 

画面上部に「/install/index.php は、インストール完了後にファイルを削除してくだ
さい。」と表示されていることを確認する。 
悪意のある者がアクセスし、設定を変更しないよう、install.phpを削除する。 

 
 

EC-CUBE
[ファイル
ルダ→[h
[html]フォ

 

39  

http://IP アドレス 

1.確認 

をインストールしたサーバマシンより、 
システム]→[var]フォルダ→[www フォルダ]→[html]フォルダ→[ec]フォ

tml]フォルダの順に開く。 
ルダ内の install.phpを削除する。 

1.削除 

－ －
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(5) 補足：EC-CUBEのダウンロード 

 
本テキストでは、付属 DVD に収録されている「EC-CUBE-2.3.0」を用いたインストー
ル方法を紹介したが、EC-CUBEのWebサイトより、EC-CUBEパッケージソフトをダウ
ンロードし、インストールを行うことも可能である。 
ダウンロードを行う場合の方法について、以下に示す。 
 

Internet Explorer を起動し、EC-CUBE 公式サイト（http://www.ec-cube.net）を表示
する。 
[DOWNLOAD]アイコンをクリックする。 

1.入力

2.クリック

 
EC-CUBEダウンロードページが表示される。 
EC-CUBEver.2正式版の zipファイルをダウンロードする。 
2009年 01月 21日時点の最新版は、ver 2.3.3である。 

1.クリック

 
 
 

－ －
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3.1 Moodleのインストール 

(1) システム要件 
 
Moodleは、Apache、MySQLおよび PHPを使用し、Linuxで開発された。 
Moodle のサーバを構築し、インストールを行う場合は、ソフトウェア要件・最小構成の
ハードウェア構成について条件を満たしている必要がある。 
以下、Moodleの公式ドキュメントサイトに示されている各要件について述べる。 
 

① ソフトウェア要件 
 
Moodleをインストールする際に必要なソフトウェア要件を、以下の表に示す。 
 

表 3-1 ソフトウェア要件 

分類 ソフトウェア 動作確認済み 

Windows 
Windows XP 
Windows 2000 
Windows 2003 

Macintosh Mac OS X OS 

UNIX 
Solaris 10 
※その他各種 Linuxの利用が確認されている 
※本テキストでは Vine Linux4.1を使用している 

Apache 

Apache 1.x 
Apache 2.x 
※本テキストでは Vine Linux4.1に付属の Apache2を使用
している 

Webサーバ 
ソフトウェア 

IIS 各Windows OSにバンドルされているもの 

言語 PHP 
※Moodle 1.9の場合 
PHP4.3.x以降 
PHP5.1.x以降 

Postgres 
※Moodle 1.9の場合 
PostgreSQL 7.4.x以降 

MySQL 
※Moodle 1.9の場合 
MySQL 4.1.12以降 
※本テキストではMySQL 4.4.7を使用している 

データベース 

Microsoft SQL 
Server 2005 

※Moodle 1.9の場合 
バージョン 9または 
SQL Server Express 2005 

出所：「MoodleDocs」http://docs.moodle.org/ja/ 
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② ハードウェア構成 

 
Moodleをインストールする際に必要なハードウェア構成（最小値）を、以下の表に示す。 
 

表 3-2 ハードウェア構成 

ハードウェア 最小値 

メモリ 256MB（最低） 
1GB（推奨） 
※1GB毎に 50名の同時接続ユーザをサポート 

HDD 最低空き容量 60MB 
※教材を保存するためには、さらに空き容量が必要

出所：「MoodleDocs」http://docs.moodle.org/ja/ 

 
③ 閲覧ユーザ数 

 
Moodle では、同時接続ユーザ数および最大閲覧ユーザ数の目安が、計算式によって設定

されている。 
それぞれのユーザ数の計算式を、以下の表に示す。 
 

表 3-3 閲覧ユーザ数 

ブラウザ 対応バージョン 

最大同時接続ユーザ概数 RAM（GB）×50 

最大閲覧ユーザ数 最大同時接続ユーザ概数×5 
出所：「MoodleDocs」http://docs.moodle.org/ja/ 

 

(2) インストール用 CDの作成 
 

① 各パッケージの導入方法 
 
Moodleを使用するには、Moodle自体のパッケージおよび、Moodleを動作させる基盤と
なるWebサーバソフトウェア、PHP、データベースが必要となる。 
本テキストでは、WebサーバソフトウェアにApache、データベースにMySQLを使用し、
説明を行う。 

 
それぞれの導入方法には、以下の様なものがある。 
 
・Apache、MySQL、PHP、Moodleを同梱したパッケージの導入 
・Apache、MySQL、PHPはバイナリパッケージから導入、Moodleはマニュアルで設定 
・ソースからビルドを行う 

 
本テキストでは、DVD に収録している、Moodle パッケージおよび Apache、MySQL、

PHPのバイナリパッケージのインストールによる導入方法を解説する。 
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なお、本テキストで使用するMoodleパッケージのバージョンは以下のとおりである。 
 
・moodle-1.8.3-0vl1.noarch.rpm 
・moodle-mysqladmin-1.8.3-0vl1.noarch.rpm 
・moodle-quizreport-detail-1.8.3-0vl1.noarch.rpm 

 
また、本テキストで使用するバイナリパッケージのバージョンは以下のとおりである。 
 
・libsablotron0-0.97-0vl4.i386.rpm ・php-4.4.7-0vl2.i386.rpm 
・MySQL-client-5.0.27-0vl3.i386.rpm ・php-apache2-4.4.7-0vl2.i386.rpm 
・MySQL-server-5.0.27-0vl3.i386.rpm ・php-mysql-4.4.7-0vl2.i386.rpm 
・MySQL-shared-5.0.27-0vl3.i386.rpm ・php-pear-4.4.7-0vl2.i386.rpm 
・perl-DBI-1.53-0vl1.i386.rpm  ・gmp-4.1.4-6vl1.i386.rpm 
 

② 各パッケージの CD-Rへの書き込み 
 
インストールを行うにあたり、まずインストール用 CDを作成する。 
CD作成の手順を以下に示す。 
なお CD作成の為に、あらかじめブランク CD-R（空の CD-R）を準備しておく 
 

 
付属 DVD中の[moodle]フォルダを開く。 
さらにブランク CD-Rをドライブに挿入する。 
CD/DVDドライブが 1つのみのパソコンを使用している場合は、[moodle]フォルダ
ごとデスクトップ等へコピーし、DVDを取り出した後、ブランク CD-Rを挿入す
る。 
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CD挿入後、ダイアログが自動的に表示される。 
「書き込み可能な CDフォルダを開く」を選択し、[OK]をクリックする。 

 

 

 
[書き込み可能な CD]フォルダが開く。 
[Moodle]フォルダ内のファイルをすべて[書き込み可能な CD]フォルダ内へドラッ
グする。 

 

 

1.クリック

2.クリック

1.ドラッグ
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ドラッグしたファイルが、[CD に書き込む準備ができたファイル]一覧に追加され
る。 
[CD書き込みのタスク]→[これらのファイルを CDに書き込む]をクリックする。 

 

 

 
[CD書き込みウィザード]が起動する。 
任意の CD名を入力後、[次へ]をクリックし、書き込みを開始する。 

 

 
 

1.クリック

1.入力

2.クリック
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(3) 各パッケージのインストール 

 
CD-Rへの書き込み完了後、つづいて、インストールを行う Vine Linux PCに、各パッ

ケージのインストールを行う。 
Vine Linuxを PCにインストールする必要がある場合は、「5章 付録：Vine Linuxのイ
ンストール」を参考にしてインストールを行っておく。 

 

 
書き込みを行ったインストール CDをドライブへ挿入する。 
[デスクトップ]→[コンピュータ]→[CDRoot]を開き、CD-ROMドライブをマウント
する。 
CD-ROMドライブがマウントされ、デスクトップにアイコンが表示される。 

 

 
[パネル]→[GNOME端末]をクリックする。 
 

 

1.ダブルクリック

2.確認 

1.クリック 
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RPMパッケージのインストールを行う。 
[gmp-4.1.4-6vl1.i386.rpm]パッケージのインストールを行う。 
[rpm –ivh /media/CDRoot/Moodle/gmp-4.1.4-6vl1.i386.rpm]と入力し、Enterキーで確
定する。 

 

 
続けて[libsablotron0-0.97-0vl4.i386.rpm]パッケージのインストールを行う。 
[rpm –ivh /media/CDRoot/Moodle/libsablotron0-0.97-0vl4.i386.rpm]と入力し、Enterキ
ーで確定する。 

 

1.入力 

1.入力 
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同様に[php-4.4.7-0vl2.i386.rpm]パッケージおよび[php-pear-4.4.7-0vl2.i386]パッケー
ジのインストールを同時に行う。 
[rpm –ivh /media/CDRoot/Moodle/php-4.4.7-0vl2.i386.rpm.i386.rpm 
 /media/CDRoot/Moodle/php-pear-4.4.7-0vl2.i386]と入力し、Enterキーで確定する。

 

 
さらに[php-apache2-4.4.7-0vl2.i386.rpm]パッケージのインストールを行う。 
[rpm –ivh /media/CDRoot/Moodle/php-apache2-4.4.7-0vl2.i386.rpm]と入力し、Enterキ
ーで確定する。 

 

1.入力 

1.入力 
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同様に[MySQL-shared-5.0.27-0vl3.i386.rpm]、[php-mysql-4.4.7-0vl2.i386.rpm]
、[MySQL-client-5.0.27-0vl3.i386.rpm]、[perl-DBI-1.53-0vl1.i386.rpm]パッケー
ジのインストールを同時に行う。 
[rpm –ivh /media/CDRoot/Moodle/MySQL-shared-5.0.27-0vl3.i386.rpm 
 /media/CDRoot/Moodle/ php-mysql-4.4.7-0vl2.i386.rpm 
 /media/CDRoot/Moodle/MySQL-client-5.0.27-0vl3.i386.rpm 

/media/CDRoot/Moodle/perl-DBI-1.53-0vl1.i386.rpm]と入力し、Enter キーで確定
する。 

 

1.入力 
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さらに[MySQL-server-5.0.27-0vl3.i386.rpm]パッケージのインストールを行う。
[rpm –ivh /media/CDRoot/Moodle/MySQL-server-5.0.27-0vl3.i386.rpm]と入力し、
Enterキーで確定する。 

 

 
次に[moodle-1.8.3-0vl1.noarch.rpm]パッケージのインストールを行う。 
[rpm –ivh /media/CDRoot/Moodle/moodle-1.8.3-0vl1.noarch.rpm]と入力し、Enter
キーで確定する。 
 

 

1.入力 

1.入力 
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続けて[moodle-mysqladmin-1.8.3-0vl1.noarch.rpm]パッケージのインストール
を行う。 
[rpm –ivh /media/CDRoot/Moodle/moodle-mysqladmin-1.8.3-0vl1.noarch.rpm]と入
力し、Enterキーで確定する。 
 

 

1.入力 
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最後に[moodle-quizreport-detail-1.8.3-0vl1.noarch.rpm]パッケージのインスト
ールを行う。 
[rpm –ivh /media/CDRoot/Moodle/ 
moodle-quizreport-detail-1.8.3-0vl1.noarch.rpm]と入力し、Enter キーで確定す
る。 
 

 
 
 

1.入力 
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(4) Moodleのインストール 

 
各パッケージのインストール完了後、つづいて、インストールを行ったサーバのブラウ

ザよりMoodleのインストールを行う。 
 
本テキストでは、サーバは Vine Linux 4.1、ブラウザは Vine Linux 4.1に付属の Firefox

を使用した手順について解説を行う。 
 
Moodleのインストール手順を以下に示す。 
 

 
インストールを行う URLを確認する。 
[/var/lib/moodle-rpm/mk-moodle-instance.sh]と入力し、Enterキーで確定する。 
URL確認後、GNOME端末を閉じる。 

 

1.確認
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[パネル]→[Firefox]をクリックし、ブラウザを起動する。 
ロケーションバーに、前ページで確認した URLを入力し、Enterキーで確定する。

 

 
Moodleインストレーション画面が表示される。 
言語設定ボックス右側▼ボタンをクリックし、プルダウンメニューより[日本語]
を選択する。 
言語選択後、[次へ]をクリックする。 

 

1.入力

2.クリック 
1.クリック
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セキュリティ警告が表示された場合は、[続ける]をクリックする。 

 

 
PHP設定の確認画面が表示される。 
確認後、[次へ]をクリックする。 

 

1.クリック

1.クリック 
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インストール先の確認画面が表示される。 
確認後、[次へ]をクリックする。 

 

 
データベース設定画面が表示される。 
確認後、[次へ]をクリックする。 

 

1.クリック

1.クリック
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パスワードを記憶されるかどうかのダイアログボックスが表示される。 
[記憶する]をクリックする。 

 

 
サーバチェック画面が表示される。 
チェック完了後、[次へ]をクリックする。 

 

1.クリック 

1.クリック 
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言語パックのダウンロード画面が表示される。 
[日本語言語パックをダウンロードする]をクリックする。 

 

 
日本語言語パックが正常にインストールされたことが表示される。 
確認後、[次へ]をクリックする。 

 

1.クリック

1.確認
2.クリック 
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設定完了画面が表示される。 
[続ける]をクリックする。 

 

 
著作権表示画面が表示される。 
同意する場合は[Yes]をクリックする。 

 

1.クリック

1.クリック
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現在のリリース情報が表示される。 
[続ける]をクリックする。 

 

 
各種データベースが自動的に作成される。 
作成完了まで待機する。 

 
 
 

1.クリック
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データベース作成が完了する。 
[続ける]をクリックする。 

 

 
続いてモジュールテーブルが自動的に作成される。 
設定完了まで待機する。 

 

1.クリック
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モジュールテーブル作成が完了する。 
[続ける]をクリックする。 

 

 
さらにモジュールテーブルが自動的に作成される。 
作成完了後、[続ける]をクリックする。 

 

1.クリック

1.クリック
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データベースのアップグレードが完了する。 
[続ける]をクリックする。 

 

 
つづいて活動テーブル等が自動的に作成される。 
作成完了後、[続ける]をクリックする。 

 

1.クリック

1.クリック
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つづいて paypalテーブルが自動的に作成される。 
作成完了後、[続ける]をクリックする。 

 

 
管理者アカウントの設定画面が表示される。 
ログイン画面で入力する管理者権限のユーザ名、パスワード、姓名、メールアド

レス、都道府県、国を設定する。 

 
 

1.クリック

1.入力

2.入力

3.入力
4.入力 

5.入力 
6.入力 

7.選択 
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必須項目の入力完了後、[プロファイルを更新する]をクリックする。 
※管理者アカウントの項目は、後ほど編集可能である。 

 

 
ログイン後最初に表示されるページである、フロントページの設定画面が表示さ

れる。ページ上部に大きく表示される[長いサイト名]、切り替えタブ等に表示され
る[サイト省略名]、フロントページ右上に表示されるフロントページの説明文を入
力する。 

 

1.クリック

1.入力

2.入力

3.入力
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長いサイト名、サイト省略名、フロントページの説明を入力後、[変更を保存する]
をクリックする。 
※フロントページ設定は、後ほど編集可能である。 

 

 
作成されたフロントページが表示される。 

 

1.クリック

1.確認 
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(5) 補足：Moodleパッケージのダウンロード 

 
DVDを使用しない場合は、WebサイトよりMoodleパッケージをダウンロードする。 
Moodleのパッケージは、様々なWebサイトで配布されている。 
ここでは例として、RPM（Red Hat Package Managerあるいは RPM Package Manager）
形式のパッケージについて解説を行う。 

 
RPM形式での配布は、熊本大学の喜多先生の RPMパッケージ 
（http://t-kita.net/rpm/moodle/）等でダウンロード可能である。 
 
2009年 1月 20日現在で、最新版として 
 
・moodle-1.8.4-0vl1.noarch.rpm 
・moodle-mysqladmin-1.8.4-0vl1.noarch.rpm 
・moodle-quizreport-detail-1.8.4-0vl1.noarch.rpm 
 
が配布されている。 
 
本テキストでは、上記の URLより 
 
・moodle-1.8.3-0vl1.noarch.rpm 
・moodle-mysqladmin-1.8.3-0vl1.noarch.rpm 
・moodle-quizreport-detail-1.8.3-0vl1.noarch.rpm 

 
をダウンロードしてインストールを行う方法を解説する。 
 
ダウンロード方法を、次ページに示す。 
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デスクトップに、ダウンロードした各パッケージを保存するフォルダを作成する。

デスクトップ内で右クリックし、ショートカットメニューの中から[新規作成]→
[フォルダ]をクリックする。 

 

 
フォルダが作成され、フォルダ名の入力状態になる。 
任意のフォルダ名を入力する。本テキストでは[moodle]と入力する。 
※以降、パッケージを保存するフォルダ名の解説は、[moodle]フォルダと示す。 

 

1.ポイント

2.クリック 

1.入力

2.クリック 
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フォルダが作成され、フォルダ名の入力状態になる。 
任意のフォルダ名を入力する。本テキストでは[moodle]と入力する。 
※以降、パッケージを保存するフォルダ名の解説は、[moodle]フォルダと示す。 
入力後、[Enter]キーで確定する。 

 

 
Internet Explorerのアイコンをダブルクリックし、ブラウザを起動する。 

 

 
アドレスバー内に、[http://t-kita.net/rpm/moodle/]と入力し、[移動]をクリックす
る。 
 

 

1.入力 

1.入力

1.ダブルクリック

2.クリック
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入力したURLのフォルダ内に格納されているファイルおよびフォルダの一覧が表
示される。まずは「moodle-1.8.3-0vl1.noarch.rpm」をダウンロードする。 
リストより[moodle-1.8.3-0vl1.noarch.rpm]をクリックする。 
 

 

 
[ファイルのダウンロード]ダイアログボックスが表示される。 
[保存]をクリックする。 

  
 

1.クリック

1.クリック 
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[名前を付けて保存]ダイアログボックスが表示される。 
[保存する場所]から[デスクトップ]をクリックする。 
[デスクトップ]から[moodle]フォルダを選択する。 
[保存]をクリックする。 

 

 
デスクトップ内の[Moodle]フォルダをダブルクリックで開く。 
フォルダ内にパッケージファイル[moodle-1.8.3-0vl1.noarch.rpm]が格納されている
ことを確認する。 

 

2.クリック 

1.クリック

1.確認
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同様に、[moodle-mysqladmin-1.8.3-0vl1.noarch.rpm]、 
[moodle-quizreport-detail-1.8.3-0vl1.noarch.rpm]をダウンロードする。 

 

 
ダウンロード完了後、デスクトップ内の[Moodle]フォルダをダブルクリックで開
く。フォルダ内にダウンロードした 3 つのパッケージファイルが格納されている
ことを確認する。 

1.クリック

2.クリック

1.確認
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(6) 補足：Apache、PHP、MySQLパッケージのダウンロード 

 
DVDを使用しない場合は、同様にWebサイトより Apache、PHP、MySQLパッケージ

をダウンロードする。 
これらのパッケージも様々なサイトで配布されているが、ここではMoodleパッケージと
同じく RPM形式でのパッケージについて解説を行う。 

Vine Linuxのパッケージ集である Vine Plus（http://www.vinelinux.org/vineplus.html）
等のWebサイトや各種書籍の付属 CD-ROM、DVD-ROM等での入手が可能である。 

 
本テキストでは、上記の URLより、2009年 1月 21日現在公開されている 

 
・libsablotron0-0.97-0vl4.i386.rpm ・php-4.4.8-0vl1.i386.rpm 
・MySQL-client-5.0.27-0vl6.i386.rpm ・php-apache2-4.4.8-0vl1.i386.rpm 
・MySQL-server-5.0.27-0vl6.i386.rpm ・php-mysql-4.4.8-0vl1.i386.rpm 
・MySQL-shared-5.0.27-0vl6.i386.rpm ・php-pear-4.4.8-0vl1.i386.rpm 
・perl-DBI-1.53-0vl1.i386.rpm  ・gmp-4.1.4-6vl1.i386.rpm 
 
をダウンロードしてインストールを行う方法を解説する。 
ダウンロード方法を以下に示す。 
 
 

 
Internet Explorerのアイコンをダブルクリックし、ブラウザを起動する。 

 

1.ダブルクリック
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Vine PlusのWebサイトへ移動する。 
アドレスバー内に、[http://www.vinelinux.org/vineplus.html]と入力し、[移動]を
クリックする。 
 

 

 
ミラーサイトよりパッケージをダウンロードする。 
本文中のリンク[各ミラーサイト]をクリックする。 

 

 
入手方法ページが表示される。 
[ダウンロード]→[ミラーサイト]一覧より、ダウンロードに使用する任意のミラー
サイトをクリックする。 
※本テキストでは、[ftp://core.ring.gr.jp/pub/linux/Vine/]を使用する。 

 

1.入力 2.クリック

1.クリック

1.クリック
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ミラーサイトの FTPディレクトリの一覧が表示される。 
[VinePlus]をクリックする。 

 

 
VinePlusディレクトリの一覧が表示される。 
[4.1]をクリックする。 

 

 
4.1ディレクトリの一覧が表示される。 
[i386]をクリックする。 

1.クリック

1.クリック

1.クリック
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i386ディレクトリの一覧が表示される。 
[RPMS.plus]をクリックする。 

 

 
RPMS.plusディレクトリの一覧が表示される。まずは 
「MySQL-server-5.0.27-0vl6.i386.rpm」をダウンロードする。 
リストより[MySQL-server-5.0.27-0vl6.i386.rpm]をクリックする。 

 

1.クリック

1.クリック
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[ファイルのダウンロード]ダイアログボックスが表示される。 
[保存]をクリックする。 

  
 

 
[名前を付けて保存]ダイアログボックスが表示される。 
[保存する場所]から[デスクトップ]をクリックする。 
[デスクトップ]から[moodle]フォルダを選択する。 
[保存]をクリックする。 

 

1.クリック 

2.クリック 

1.クリック
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デスクトップ内の[Moodle]フォルダをダブルクリックで開く。 
フォルダ内にパッケージファイル[MySQL-server-5.0.27-0vl6.i386.rpm]が格納され
ていることを確認する。 

 

 
同様に、[MySQL-client-5.0.27-0vl6.i386.rpm]、 
[MySQL-shared-5.0.27-0vl6.i386.rpm]をダウンロードする。 

1.確認

1.クリック

2.クリック
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同様に、 [libsablotron0-0.97-0vl4.i386.rpm]、 [perl-DBI-1.53-0vl1.i386.rpm]、
[php-4.4.8-0vl1.i386.rpm]、[php-apache2-4.4.8-0vl1.i386.rpm]、 
[php-mysql-4.4.8-0vl1.i386.rpm]、[php-pear-4.4.8-0vl1.i386.rpm]、 
[gmp-4.1.4-6vl1.i386.rpm]をダウンロードする。 

 

1.クリック

2.クリック



 

第 3章 Moodleサーバの設定 

－80－ 

 

 
ダウンロード完了後、デスクトップ内の[Moodle]フォルダをダブルクリックで開
く。 
 
フォルダ内にダウンロードした 10個のパッケージファイルが格納されていること
を確認する。 
 
※Moodle のパッケージファイルと合わせて 13 個のパッケージファイルが格納さ
れている。 

 

1.確認
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3.2 各種ファイルの設定 

(1) PHPファイルの設定 
 
各パッケージのインストール、およびMoodleのインストールが完了すると、ローカルな

環境（インストールしたサーバマシン）での閲覧が可能になった。 
 
次は、PHPファイルの設定を変更し、ローカルな環境以外からの閲覧を可能にする。 
 
設定変更の手順を以下に示す。 
 
なお、本テキストでは、Vine Linux のファイルシステムにおいて、/var/www/html フォル
ダ内にMoodleをインストールしている事を想定して解説を行う。 

 

 
デスクトップにある[rootのホーム]アイコンをダブルクリックで開く。 
ファイルブラウザが起動する。 
 
[場所]サイドフレーム→[ファイルシステム]をダブルクリックする。 
ファイルシステムのフォルダ一覧が表示される。 
 
[var]フォルダをダブルクリックで開く。 

 

2.ダブルクリック

1.ダブルクリック

3.ダブルクリック 
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さらに[www]フォルダ→[html]フォルダ→[moodle]フォルダの順にダブルクリック
してフォルダを開く。 
[moodle]フォルダ内のファイル[coonfig.php]をダブルクリックで開く。 

 

 
テキストエディタが開き、ファイル[coonfig.php]の内容が表示される。 
13行目あたりの[wwwroot]の値を、 
「'http://[サーバマシンのグローバル IPアドレス]/moodle';」に変更する。 
変更後、[ツールバー]→[保存]をクリックし、上書き保存を行う。 
保存完了後、[閉じる]をクリックし、ファイル[config.php]を閉じる。 

 

1.ダブルクリック

1.入力

グローバル IP アドレス

2.クリック

3.クリック 
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つづいて、moodleのインストールを行ったサーバマシンのローカル IPアドレスを
固定する。 
[パネル]→[GNOME端末]をクリックする。 
[netconfig]と入力し、[Enter]キーで確定する。 

 

 
「Network configuration」が起動する。 
セットアップ開始の確認画面が表示される。 
※以降、矢印キーで選択し、[Enter]キーで確定する。 
[Yes]を選択し、確定する。 

 

2.入力

1.クリック 

1.選択



 

第 3章 Moodleサーバの設定 

－84－ 

 

 
TCP/IPの詳細設定画面が表示される。 
 
[  ] Use dynamic IP configuration (BOOTP/DHCP)にチェックが入っている場合は、
[スペース]キーを押してチェックをはずす。 
 
サーバマシンのローカル IPアドレス、ネットマスク、デフォルトゲートウェイ、
プライマリネームサーバ（ルータのローカル IPアドレス）を入力する。 
 
※ローカル IPアドレスを固定する必要がある場合は、6章の「付録：固定 IPの設
定」を参照する。 

 

3.選択

2.入力 
1.確認
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GNOME端末画面に戻る。 
ローカル固定 IP 等、先ほどの設定を確認する場合は、[ifconfig]と入力し、[Enter]
キーで確定する。 
なお、「inetアドレス」は「ローカル IPアドレス」、「マスク」は「ネットマスク」
を表している。 

 

 
設定を反映する為、ネットワークの再起動を行う。 
[/sbin/service network restart]と入力し、[Enter]キーで確定する。 
再起動のプロセスが表示され、問題なければ[OK]と表示される。 
確認後、[閉じる]をクリックし、GNOME端末を閉じる。 

 

1.入力
2.確認 

1.入力
2.クリック 
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(2) Apache2および Vine Linuxの再起動 

 
設定変更後、つづいてWebサーバソフトウェアである Apache2および Vine Linuxの再
起動を行い、設定を確実に反映する。 

 
再起動の手順を以下に示す。 
 
なお、本テキストでは、GUI（グラフィカル ユーザ インターフェース）環境で Vine 

Linuxをインストールしている事を想定して解説を行う。 
 

 
まず、Apache2の起動ファイルの場所を確認する。 
/etc/rc.d/init.dフォルダ内にファイル[apache2]が格納されている。 

 

 
次に、Apache2の再起動を行う。 
[パネル]→[GNOME端末]をクリックする。 
[/etc/rc.d/init.d/apache2 restart]と入力し、[Enter]キーで確定する。 
再起動後、[閉じる]をクリックし、GNOME端末を閉じる。 

 

1.確認 

1.入力 

2.クリック 
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つづいて、Vine Linuxの再起動を行う。 
[パネル]→[デスクトップ]→[シャットダウン]をクリックする。 
シャットダウンに関するダイアログボックスが表示される。 
[再起動]をクリックする。 

 
 

(3) グローバルな環境での閲覧確認 
 
つづいて、Moodle をインストールしたサーバマシン以外で、Moodle が閲覧できるかど
うか、確認を行う。 
本テキストでは、Windowsマシンを使用して確認する事を想定して解説を行う。 
確認の手順を以下に示す。 
 

 
サーバマシン以外の PCを起動し、デスクトップを表示する。 
Internet Explorerのアイコンをダブルクリックし、ブラウザを起動する。 

 

1.クリック

1.ダブルクリック
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アドレスバー内に、[http://[グローバル IP アドレス]/moodle]と入力し、[移動]を
クリックする。 
 

 

 
Moodleサイトが表示される。 
ログイン前の為、サイトの説明文、コース一覧等のみが表示される。 

 

1.入力 2.クリック 

IP アドレス 

IP アドレス 
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3.3 ユーザの作成 

(1) ログイン・ログアウト 
 
グローバルな環境での Moodle サイトの閲覧確認後、ログインを行い Moodle サイト内の

情報を設定する。 
 
まずは、ログインを行い、管理者や教師、学生等のユーザの作成を行う。 
 
最初に、ログイン・ログアウトの手順を以下に示す。 
 

 
Moodleサイトのログイン前のページを表示する。 
画面右上または下中央の[ログイン]をクリックする。 

 

1.クリック 

IP アドレス 

1.クリック 
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ログイン画面が表示される。 
今回は 3章 1節の「(4)Moodleのインストール」の手順 23にて設定した[ユーザ名]
および[パスワード]を入力し、確認を行う。 
[ユーザ名]および[パスワード]入力後、[ログイン]をクリックする。 

 

 
ログイン後、フロントページが表示されたことを確認する。 
つづいてログアウトを行う。 
画面右上または下中央の[ログアウト]をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.入力

2.クリック

IPアドレス 

1.クリック 
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ログイン前のページが表示されたことを確認する。 

 
 

(2) ユーザの追加 
 
つづいて、Moodle インストール時に設定を行った管理者の権限でログインした状態で、

ユーザの追加を行う。 
 
同等の権限を持つ管理者や、教材やコースを作成できる教師、または受講のみ行うこと

ができる学生など、さまざまな「ロール」と呼ばれる種類のユーザを作成することができ

る。 
 
「ロール」については、「(4)ロールの割当て」で詳しく述べる。 
 
ユーザ追加の手順を次ページに示す。 

IP アドレス 

1.確認
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ログインを行い、フロントページを表示する。 
[サイト管理]ブロック→[ユーザ]をクリックする。 

 

 
[ユーザ]メニュー内の詳細メニューがツリー状に表示される。 
詳細メニューの中から[アカウント]をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.クリック

IPアドレス 

1.クリック
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さらに[アカウント]メニュー内の詳細メニューがツリー状に表示される。 
詳細メニューの中から[ユーザの追加]をクリックする。 

 

 
ユーザの追加画面が表示される。 
*印のついている項目は、必須項目である。それぞれ必須項目を入力する。 
※これらの項目は、管理者およびユーザ自身が後ほど変更可能である。 

IP アドレス 

1.クリック

IPアドレス 

1.入力 
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入力完了後、画面を下へスクロールする。 
[プロファイルを更新する]をクリックする。 

 

 
自動的にユーザ一覧の表示画面が表示される。 
追加したユーザが、一覧に表示されていることを確認する。 

 

IP アドレス 

1.クリック

IPアドレス 

1.確認
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フロントページへ戻る場合は、[サイト省略名]をクリックする。 
 
サイト省略名は、画面左上に表示されている。 
 
なお、サイト省略名は、3章 1節「(4)Moodleのインストール」の手順 25で設定し
たサイト省略名である。 
本テキストでは、[委員会]という名前のサイト省略名を設定している。 
 
[サイト省略名]をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.クリック 
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(3) ユーザの修正 

 
一度登録を行ったユーザの情報は、管理者あるいはユーザ自身が修正を行うことができ

る。 
ユーザ修正の手順を以下に示す。 
 

 
ユーザ一覧の表示画面を表示する。 
 
[サイト管理]ブロック→[ユーザ]→[アカウント]→[ユーザ一覧の表示]をクリック
する。 
 
修正を行いたいユーザの右側にある[編集]をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.クリック

2.クリック
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修正画面が表示される。 
修正および追加したい項目を入力する。 
なお、[新しいパスワード]は、パスワードを変更しない場合は空白のままでよい。

 

 
入力完了後、画面を下へスクロールする。 
[プロファイルを更新する]をクリックする。 

IP アドレス 

1.修正 

IP アドレス 

1.クリック
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(4) ロールの割り当て 

 
登録したユーザに対して、それぞれ「ロール」を割り当てる必要がある。 
 
「ロール」とは、Moodle サイト内で閲覧やコースおよび教材の作成、サイト管理など、
どこまでの機能を利用できるかという権限のランクのようなものである。 
ロールの一覧を以下の表に示す。 
 

表 3-4 ロール一覧 

ロールの種類 説 明 

管理者 

管理者のロールが割り当てられたユーザは、サイトの中であらゆる

作業を行うことができ、どこにでもアクセスすることができる。 
また、管理者は複数割り当てることができるが、主管理者のみが、

他のユーザに対して管理者権限を割り当てまたは削除することが

できる。 

コース作成者 

コース作成者のロールが割り当てられたユーザは、コースを作成す

ることができ、作成したコースに教師として割り当てられる（割り

当てないことも可能）。 
また、非表示のコースを閲覧することもできる。 

教師 

教師のロールが割り当てられたユーザは、コース内で活動の変更、

および学生の評定を含むどのような作業でも行うことができる。 
また、教師のロールが割り当てられたユーザは、重複して学生のロ

ールを割り当てることができない。 

編集権限のない教師 

編集権限のない教師のロールが割り当てられたユーザは、コース内

でのコースの編集の権限はないが、それ以外の作業は教師ロールの

ユーザと同様の作業を行うことができる。 
また、編集権限のない教師が割り当てられたユーザは、重複して学

生のロールを割り当てることができない。 

学生 

学生のロールが割り当てられたユーザは、コースに受講登録を行

い、受講することができる。 
また、管理者および教師は、学生の受講登録方法、何を閲覧できる

か、何を行うことができるかを決定することができる。 

ゲスト 

Moodleにログインする際、[ゲストとしてログインする]をクリック
して、ゲストログインすることが可能である。ゲストは通常、投稿

などのテキストの入力に関する作業ができない。 
管理者は、認証オプションでゲストログインを無効にすることもで

きる。 
また、各コースでは、教師はゲストアクセスを許可するかどうかを

設定できる。 
出所：「MoodleDocs」http://docs.moodle.org/ja/ 

 
また、ロール割り当ての手順を次ページに示す。 



 

第 3章 Moodleサーバの設定 

－99－ 

 

 
ユーザ一覧の表示画面を表示する。 
[サイト管理]ブロック→[ユーザ]→[パーミッション] 
→[システムロールの割り当て]をクリックする。 

 

 
システムロールの割り当て画面が表示される。 
今からユーザに割り当てるロールをクリックする。 

IP アドレス 

1.クリック

IPアドレス 

1.クリック
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選択したロールの割り当て画面が表示される。 
 
左側の[割り当て済みユーザ]ボックスには、すでに選択したロール（下の例では、
学生ロール）を割り当てているユーザが一覧で表示される。 
 
右側の[潜在的なユーザ]ボックスには、選択したロールをまだ割り当てていないユ
ーザが表示される。 
 
右側の[潜在的なユーザ]ボックスの中から、ロールを割り当てたいユーザをクリッ
クする。 

 

IP アドレス 

1.クリック
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[追加]ボタンをクリックする。 
選択したユーザが[割り当て済みユーザ]ボックスへ移動したことを確認する。 

 

 
ロール割り当て後の各ロールのユーザ数は、[サイト管理]ブロック→[ユーザ]→[パ
ーミッション]→[システムロールの割り当て]にて確認できる。 

 

IP アドレス 

1.クリック 2.移動 

IP アドレス 

1.クリック 2.確認
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3.4 コースサイトの作成 

(1) コースサイトとは 
 
Moodle では、履修者等の登録メンバーのみアクセスが可能な「コースサイト」を作成す

る。 
コースサイトは授業の「科目」にあたる。 
コースサイト上では、コース作成の権限を持った教員等が、講義ノートやテスト、チャ

ットや掲示板等を掲載可能である。 
 
また、コース作成権限を持ったユーザは、成績管理を行うことが可能である。 
さらに、サイト上の各ページへのアクセス制限を行うことも可能である。 
 
従来は、htaccess を用いたパスワード制限等、専門的な知識が必要であったが、Moodle
では、特別な知識を習得する必要なく設定を行うことが可能である。 

 

(2) カテゴリの登録 
 
それぞれのコースサイトは、「カテゴリ」という大きな分類に所属する。 
カテゴリは「年度」や「学科」等、分類したいカテゴリの単位を設定するとコースサイ

トを分類しやすい。 
カテゴリ登録の手順を以下に示す。 
 

 
[サイト管理]ブロック→[コース]をクリックする。 

IP アドレス 

1.クリック 
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[コース]メニュー内の詳細メニューがツリー状に表示される。 
詳細メニューの中から[コースの追加／編集]をクリックする。 

 

 
コースの追加／編集画面が表示される。 
[テキストボックス]内に作成するカテゴリ名を入力する。 
入力後、[カテゴリの追加]をクリックする。 

IP アドレス 

1.クリック

IPアドレス 

2.クリック1.入力 
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入力したカテゴリが追加されたことを確認する。 

 

 
追加したカテゴリの削除、表示／非表示の切り替え、上下の順番の入れ替えを行

う場合は、各種編集ボタンから操作を行う。 

 

IP アドレス 

1.確認
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入力したカテゴリが追加されたことを確認する。 

 

 
カテゴリを修正する場合は、修正するカテゴリ名をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.確認

IPアドレス 

1.クリック
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カテゴリの修正画面が表示される。 
カテゴリ名を修正する場合は、テキストボックス内の文字列を編集後、[リネーム]
をクリックする。 

 

 
カテゴリの中にさらにサブカテゴリを作成する場合は、テキストボックス内の文

字列を編集後、[サブカテゴリを追加する]をクリックする。 

IP アドレス 

2.クリック 1.入力

IPアドレス 

2.クリック 1.入力
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フロントページへ戻る。 
[サイト省略名]をクリックする。 

 
 

(3) コースの登録 
 
カテゴリ登録後、今度は、カテゴリの中に収録するコースの登録を行う。 
 
「コース」とは、実際に学生が学ぶ「授業」に相当する。 
 
コース作成後は、実際の授業に使用する「教材」に相当する「リソース」を追加するこ

とができる。 
 
コース登録の手順を次ページに示す。 

IP アドレス 

1.クリック 
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[サイト管理]ブロック→[コース]をクリックする。 

 

 
[コース]メニュー内の詳細メニューがツリー状に表示される。 
詳細メニューの中から[コースの追加／編集]をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.クリック 

IP アドレス 

1.クリック
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コースの追加／編集画面が表示される。 
コースカテゴリの一覧から、コースを追加するカテゴリ名をクリックする。 

 

 
選択したカテゴリの編集画面が表示される。 
[コースの追加]をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.クリック 

IP アドレス 

1.クリック
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コースの追加画面が表示される。 
それぞれのボックスに入力を行う。 
 
①[カテゴリ]ボックスには、選択したカテゴリ名が表示される。 
 
②[名称]ボックスには、作成するコース名を入力する。（必須入力） 
 
③[省略名]ボックスには、コース選択時にナビゲーションバーに表示される省略名
を入力する。（必須入力） 
科目コードがある場合は、コードを入力する、ない場合は、科目を判別する任

意の英数字を入力する。省略名は後から変更可能である。 
 
④[コース ID ナンバー]ボックスは、他にコードなどがある場合に入力する。特に
なければ省略可能である。 

 
⑤[要約]ボックスには、コース一覧に表示される、コースの概要を入力する。（必
須入力） 

 
⑥[フォーマット]ボックスは、プルダウンメニューから、[ウィークリーフォーマ
ット]または[トピックフォーマット]を選択する。 
 
⑦[週／トピックの数]ボックスは、プルダウンメニューから、週の数およびトピッ
クの数を選択する。 

 

IP アドレス 

1.確認
2.入力

3.入力

※ナビゲーションバー 

4.確認

5.入力

6.選択
7.選択
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[ウィークリーフォーマット]は以下のとおりである。 
ウィークリーフォーマットでは、コース内を指定した週に分けることができる。 

 

 
[トピックフォーマット]は以下のとおりである。 
トピックフォーマット：コース内を指定した回数に分けることができる。 

 

IP アドレス 

IP アドレス 
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コースの追加画面の続きを入力する。 
それぞれのボックスに入力を行う。 
 
①[開講日]ボックスには、開講する日付を設定する。デフォルトでは作成日が開講
日に設定される。 
ウィークリーフォーマットでは、開校日より 7日毎に週の単位が設定される。 

 
②[コースセクションの非表示]ボックスは、[非表示のコースセクションを折りた
たんで表示する]または[非表示のコースセクションを完全に見えなくする]を選
択する。 
通常は、[非表示のコースセクションを折りたたんで表示する]で良い。 

 
③[ニュースアイテムの表示件数]ボックスは、学生への連絡などを掲示するニュー
スアイテムを、新しい順にいくつまで表示するか、プルダウンメニューより選

択する。 
 
④[学生に表定評を表示する]ボックスは、評定を設定し、学生に評定を表示するか
どうか、プルダウンメニューより選択する。 
評定を非表示にした状態でも、評定は使用することができる。 

 
⑤[活動レポートを表示する]ボックスは、ユーザのアクセスログ等を参照できる活
動レポートを参照するかどうか、プルダウンメニューより選択する。 
通常はサーバの負荷が大きい為、NOに設定されている。 

 

IP アドレス 

1.選択
2.選択 

3.選択4.選択
5.選択
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画面を下にスクロールし、コースの追加画面の続きを入力する。 
それぞれのボックスに入力を行う。 
 
①[最大アップロードサイズ]ボックスでは、それぞれの学生が、どのくらいの大き
さのファイルまでアップロードできるかを設定する。 
プルダウンメニューより、[2MB]、[1MB]、[500kB]、[100kB]、[50kB]、[10kB]
の中から選択する。 

 
②[このコースはメタコースですか？]ボックスでは、現在のコースを他のコースの
子コース（メタコース）にしたい場合、プルダウンメニューの中から[Yes]を選
択する。 
[Yes]を選択すると、親コースに登録した学生が、自動的に子コースにも登録さ
れる。 

 
③[デフォルトロール]ボックスは、受講生に割り当てるロールを選択する。通常は、

[サイトデフォルト（学生）]のまま使用する。 
 
④[コース登録可能]ラジオボタンでは、受講者によるコース登録が可能かどうか、
また登録できる期間を設定するかを選択する。 
登録できる期間を設定する場合は、開始日と終了日を指定する。 

 
⑤[利用有効期間]ボックスでは、コース登録を行った後、何日間利用可能かをプル
ダウンメニューより選択する。[1]～[365]日、および[無制限]が選択可能である。

 

IP アドレス 

1.選択
2.選択

3.選択

4.選択

5.選択
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コースの追加画面の続きを入力する。 
それぞれのボックスに入力を行う。 
 
①[通知]ボックスは、学生がコースから受講登録解除される前、教師にメールで通
知するかどうかを選択する。 

 
②[学生に通知]ボックスは、学生がコースから受講登録解除される前、学生にメー
ルで通知するかどうかを選択する。 

 
③[閾値]ボックスは、学生がコースから受講登録解除される何日前にメールで通知
するかを選択する。 

 
④[グループモード]ボックスでは、グループを設定するか否か、またグループ外の
活動を閲覧できるかどうかを設定する。 
[グループなし]、[分離グループ]、[可視グループ]の中から選択する。 
[分離グループ]は、作業をグループ内で行い、グループ外の作業は閲覧すること
ができない。 
[可視グループ]は、作業はグループ内で行うが、グループ外の作業も閲覧するこ
とができる。 

 
⑤[強制]ボックスでは、強制グループモードにするかどうかを設定する。ここで強
制グループモードを設定した場合は、活動ごとに設定したグループモードは無

視される。 

 

IP アドレス 

2.選択

3.選択
4.選択

5.選択

1.選択
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画面を下にスクロールし、コースの追加画面の続きを入力する。 
それぞれのボックスに入力を行う。 
 
①[コース利用]ボックスでは、このコースを学生が利用できるかどうかを設定す
る。 
[このコースを学生は利用できません]を選択すると、コースが学生からは見えな
くなる。 
（URLを直接指定しても見えない。） 

 
②[登録キー]ボックスでは、部外者のユーザにコースを登録させたくない場合な
ど、設定したキーを入力した場合のみ登録できるようにすることができる。な

にも設定しなければ、すべてのユーザが登録可能となる。 
 
③[ゲストアクセス]ボックスでは、ログインページで[ゲストとしてログインする]
をクリックしたMoodleサイトの閲覧のみ可能なゲストが、このコースも閲覧可
能かどうかを設定する。 
またゲストを許可する場合、登録キーを持っている場合のみ許可するかどうか

も設定できる。 
 
④[言語の強制]ボックスは、インストールした言語パックの中から強制的に表示さ
せたい言語を指定する場合のみ選択する。 

 
設定完了後、[変更を保存する]をクリックする。 

 

IP アドレス 

2.選択

3.選択

1.選択

4.確認
5.選択
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設定したコースの一覧がフロントページ下部に表示される。 
コースの確認の為、設定したコースをクリックする。 

 

 
設定したコースが表示され、アウトラインが作成されていることを確認する。 
また、ナビゲーションバーに、手順 5 で設定したコースの省略名が表示されてい
ることも確認する。 

IP アドレス 

1.クリック

IPアドレス 

1.確認

2.確認
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また、コースカテゴリの中にも作成したコースが登録されたことを確認する。 
フロントページに戻り、ページ下部の、作成したカテゴリをクリックする。 

 

 
カテゴリの編集画面が表示される。 
作成したコースが登録されていることを確認する。 

 

IP アドレス 

1.クリック

IPアドレス 

1.確認
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3.5 コース参加ユーザの登録 

(1) コース参加ユーザの登録方法 
 
コース作成完了後、コースに参加するユーザの登録を行う。 
登録方法には以下のものがある。 
 
・学生による自己登録 
・教員による手動登録 
・システム管理者による手動登録 
・データ連携による自動登録 

 
今回は基本的な登録方法である「・学生による自己登録」および「・教員による手動登

録」について紹介する」 
 

(2) 学生による自己登録 
 
まずは、学生による自己登録の手順を以下に示す。 
 
なお、すでにログアウトしている場合や、ログイン前の状態の場合は、手順１はスキッ

プする。 
 

 
ログアウトを行う。 
画面右上または下中央の[ログアウト]をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.クリック 
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Moodleサイトのログイン前のページが表示される。 
画面右上または下中央の[ログイン]をクリックする。 

 

 
ログイン画面が表示される。 
今回は 3章 3節の「(2)ユーザの追加」の手順 4にて設定した[ユーザ名]および[パ
スワード]を入力し、確認を行う。 
[ユーザ名]および[パスワード]入力後、[ログイン]をクリックする。 

 

1.クリック 

IP アドレス 

1.クリック 

IP アドレス 

1.入力

2.クリック
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学生権限でのフロントページが表示される。 
レイアウトが管理者権限と異なることを確認する。 
画面下部の[マイコース]の中から、ユーザ登録を行うコース名をクリックする。 

 

 
選択したコースのユーザとして登録され、コース画面が表示されたことを確認す

る。 

IP アドレス 

1.クリック

IPアドレス 

1.確認



 

第 3章 Moodleサーバの設定 

－121－ 

 
(3) 教員による手動登録 

 
つづいて、教員による手動登録の手順を以下に示す。 
なお、すでにログアウトしている場合や、ログイン前の状態の場合は、手順１はスキッ

プする。 

 
ログアウトを行う。 
画面右上または下中央の[ログアウト]をクリックする。 

 

 
Moodleサイトのログイン前のページが表示される。 
コースに教師のロールが割り当てられている場合、教師名が表示される。 
画面右上または下中央の[ログイン]をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.クリック 

2.クリック 

IP アドレス 

2.クリック 

1.確認
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ログイン画面が表示される。 
教師の[ユーザ名]および[パスワード]入力後、[ログイン]をクリックする。 

 

 
フロントページが表示される。 
学生を登録するコース名をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.入力

2.クリック

IPアドレス 

1.クリック
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選択したコース画面が表示される。 
学生を登録する為に、[管理]ブロック→[ロールの割り当て]をクリックする。 

 

 
このコース内でのロールの割り当て画面が表示される。 
教師の権限を持つユーザは、[編集権限のない教師]、[学生]、[ゲスト]のロールを
割り当てることができる。 
学生を登録する為、ロールの一覧の中から、[学生]をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.クリック

IPアドレス 

1.クリック
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3.6 リソースの追加 

(1) リソースとは 
 
コース作成完了後、コースに参加するユーザの登録とともに、コース内に「リソース」

を配置する。 
リソースとは、授業の「教材」や「資料」にあたるものである。 
 
リソースは、Wordや Excel、PowerPointなどの office系のファイルから、メモ帳、画像フ
ァイル、音声・動画ファイルなど、さまざまなファイルをアップロードすることが可能で

ある。 
 
今回は、リソースの追加方法のうち、基本的な「テキストページの作成」、「ウェブペー

ジの作成」、「ファイルまたはウェブサイトにリンク」について解説を行う。 
また、リソースの追加に関して、教師のロールを持ったユーザがリソースを追加するこ

とを想定して解説を行う。 
 

(2) 編集モード 
 
リソースを追加する際、まずは通常のモードから編集モードへ切り替える必要がある。 
編集モードへの切り替える手順を以下に示す。 
 

 
教師のロールを持ったユーザでログインを行う。 
フロントページより、リソースを追加するコースをクリックする。 

 

IP アドレス 

1.クリック
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選択したコース画面が表示される。 
画面右上の[編集モードの開始]をクリックする。 

 

 
コース画面が編集モードに切り替わり、リソースを追加できる状態になっている

ことを確認する。 

 

IP アドレス 

1.クリック

IPアドレス 

1.確認
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(3) テキストページの作成 

 
文字入力のみのシンプルな教材でページを作成する場合は、「テキストページの作成」を

使用する。 
 
「テキストページの作成」の場合は、実際にMoodle内で文字入力を行い、教材を表示す
るページを作成していく。 

 
画像等を表示させたい場合は、次に紹介する「ウェブページの作成」を使用する。 
 
テキストページの作成方法を以下に示す。 
 

 
コース画面を表示し、編集モードに切り替える。 
 
ウィークリーアウトラインの場合は、追加したい週の[リソースの追加]ボックス右
側▼ボタンをクリックする。 
（トピックアウトラインの場合は、追加したい回の[リソースの追加]ボックス右側
▼ボタンをクリックする。） 
 
プルダウンメニューの中から、[テキストページの作成]をクリックする。 
 
※最上部の[ニュースフォーラム]は、通常はコース全体のお知らせ等に使用する
為、ここではニュースフォーラム以外の部分にテキストページを作成する。 

 

IP アドレス 

2.クリック 

3.クリック 

1.クリック
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リソースの追加画面が表示される。 
以下の項目について、入力を行う。 
 
①[名称]ボックスには、追加するリソースのタイトルを記入する。 
 
入力した名称は、コース画面およびリソース一覧画面に表示される。 
 
②[要約]ボックスには、追加するリソースの概要を入力する。 
 
入力した要約は、リソース一覧画面に表示される。 
 
なお、要約は HTMLエディタを用いて、太字やフォント色の変更など編集を行う
ことができる。 
 
③[フルテキスト]ボックスには、実際に教材に使用する本文を入力する。 
 
フルテキストでは、文字の直接入力のほか、HTML タグを使用してフォント色の
変更などを行うことができる。 

 

IP アドレス 

2.入力 

1.入力 
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画面を下にスクロールし、リソースの追加画面の続きを入力する。 
以下の項目について、入力を行う。 
 
①[フォーマット]ボックスは、[プレインテキストフォーマット]の状態で、テキス
ト入力および HTMLタグの入力ができる。 

 
通常は[プレインテキストフォーマット]のままにしておく。 
 
②[ウィンドウ]ボックスでは、リソースをクリックした際、同一ウィンドウに表示
するか、別ウィンドウに表示するかを選択する。 

 
③[可視性]ボックスは、デフォルトでは[表示]が選択されている。 
 
何らかの理由で、リソースを一時的に学生から見えないようにするには[非表示]
を選択する。 
 
入力完了後、[変更を保存する]をクリックする。 

 

IP アドレス 

2.選択

1.確認 

3.選択
4.クリック 
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追加したリソースが表示されたことを確認する。 
再度変更する場合は、[このリソースを更新する]をクリックする。 
問題なければ[ナビゲーションバー]→[コースの省略名]をクリックする。 

 

 
コース画面が表示される。 
作成したリソースが追加されていることを確認する。 

IP アドレス 

1.クリック このリソースを更新する 

IP アドレス 

1.確認
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(4) リソースの編集 

 
リソースを追加すると、作成したリソースの右側に編集のための各種ボタンが表示され

る。 
 
各ボタンの機能を以下に示す。 
 

 
①[右へ／左へ]：リソース同士の大小関係を設定する時など、リソースにインデン
トをかけ、ずらして表示を行う際に使用する。 

 
②[移動]：ウィークリーアウトラインの場合は、別の週にリソースを移動する際に
使用する。 
トピックアウトラインの場合は、別の回にリソースを移動する際に使用する。 

 
③[更新]：リソースを再度変更する際に使用する。 
 
④[削除]：不要になったリソースを削除する際に使用する。 
 
⑤[表示／非表示]：一時的に学生にリソースを見せたくない場合に使用する。非表
示の場合は、目を閉じたアイコンが表示される。 

 
⑥[要約の編集]：リソースの作成時に作成した要約を編集する場合に使用する。 
要約の確認方法については、次項で解説する。 

 
 

⑤ 

④ 
②

③

①

⑥ 
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(5) 要約の確認 

 
リソース時に作成した要約は、コース画面には表示されていない。 
リソースの一覧を表示した際に、要約が表示される。 
 
リソースの一覧および要約の確認方法を以下に示す。 
 

 
コース画面を表示する。 
画面左側の[活動]ブロック→[リソース]をクリックする。 

 

 
作成したリソースの一覧および要約が表示されたことを確認する。 

 

IP アドレス 

1.クリック

IPアドレス 

1.確認 
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(6) ウェブページの作成 

 
Moodleでは、文字色や太字・斜体など、文字の装飾、箇条書きや文字番号、表組みなど、
さまざまな書式あるいは画像などを組み合わせて、ウェブページとして教材を作成するこ

とができる。 
 
「ウェブページの作成」を用いると、HTMLタグ等の知識が無い場合でも、Moodleに標
準装備されている HTMLエディタを用いて、ワープロ感覚でウェブページの作成が可能で
ある。 

 
ウェブページの作成方法を以下に示す。 
 

 
コース画面を表示し、編集モードに切り替える。 
 
ウィークリーアウトラインの場合は、追加したい週の[リソースの追加]ボックス右
側▼ボタンをクリックする。 
（トピックアウトラインの場合は、追加したい回の[リソースの追加]ボックス右側
▼ボタンをクリックする。） 
 
プルダウンメニューの中から、[ウェブページの作成]をクリックする。 

 

IP アドレス 

2.クリック 

3.クリック 

1.クリック
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リソースの追加画面が表示される。 
以下の項目について、入力を行う。 
 
①[名称]ボックスには、追加するリソースのタイトルを記入する。 
 
入力した名称は、コース画面およびリソース一覧画面に表示される。 
 
②[要約]ボックスには、追加するリソースの概要を入力する。 
 
入力した要約は、リソース一覧画面に表示される。 
 
なお、要約は HTMLエディタを用いて、太字やフォント色の変更など編集を行う
ことができる。 

 

IP アドレス 

2.入力 

1.入力 

HTML エディタ 



 

第 3章 Moodleサーバの設定 

－134－ 

 

 
つづいて、ウェブページの本文を作成する。 
 
[HTMLエディタ]を用いて文字の装飾を行うことができる。 
表を作成する場合は、[テーブルを作成する]をクリックする。 

 

 
「テーブルを挿入する」ウィンドウが開く。 
行数や列数、幅やスペーシング等を設定する。 
設定後、[OK]をクリックする。 

 
 

IP アドレス 

IP アドレス 

1.クリック 



 

第 3章 Moodleサーバの設定 

－135－ 

 

 
指定した表が挿入される。 
文字を入力するセルをクリックし、入力を行う。 
文字を中央揃えにする場合は、文字揃えの中から[中央寄せ]をクリックする。 

 

 
指定した表が挿入される。 
文字を入力するセルをクリックし、入力を行う。 
画像を挿入する場合は、挿入したいセルをクリックし、[イメージを挿入する]をク
リックする。 

 

IP アドレス 

3.クリック 

1.入力 2.クリック 

IP アドレス 

3.クリック 

1.入力 

2.クリック
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「イメージを挿入する」ダイアログボックスが開く。 
 
まずは、挿入する画像ファイルを、Moodleサーバへアップロードする。 
 
画像ファイルを整理して格納するためのフォルダを作成することもできる。 
 
フォルダを作成する場合は、フォルダ名を入力し、[フォルダを作成する]をクリッ
クする。 

 

IP アドレス 

2.クリック 

1.入力
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フォルダが作成され、[ファイルブラウザ]に表示される。 
 
つづいて、作成したフォルダを開く 
 
フォルダ名（またはフォルダアイコン）をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.クリック
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作成したフォルダが開いたことを確認する。 
 
つづいて、開いたフォルダ内に、画像ファイルをアップロードする。 
 
[参照]をクリックする。 

 

 
「ファイルの選択」ダイアログボックスが開く。 
アップロードする画像ファイルを選択し、[開く]をクリックする。 

 

IP アドレス 

2.クリック

1.確認

2.クリック

1.クリック
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「イメージを挿入する」ダイアログボックスに戻る。 
[アップロード]をクリックする。 

 

 
「イメージを挿入する」ダイアログボックスに戻る。 
挿入する画像ファイル名（または画像ファイルのアイコン）をクリックする。 

 

IP アドレス 

2.クリック

1.確認

IPアドレス 

1.クリック
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[ファイルブラウザ]上部に、ファイルが正常にアップロードされたことが表示され
る。 
 
同時に、[プレビュー]に選択した画像のプレビューが表示される。 
プレビュー下にはサイズやファイルタイプなどの属性が表示される。 
 
また、[イメージ URI]ボックスに挿入した画像ファイルのパスが表示される。 
 
代替表示テキストには、画像が表示されない場合に代わりに表示される文字列を

入力する。 
 
さらに、必要がある場合は、レイアウト、スペーシング、サイズの幅や高さを調

節する。 
 
確認後、[OK]をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.確認

2.確認

3.確認
IPアドレス 

5.クリック 

4.入力
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選択した画像が挿入される。 
 
つづいて、[ウィンドウ]ボックスの設定を行う。 
 
コースからリソース名をクリックした場合、リソースが同一ウィンドウに表示さ

れるか、新規ウィンドウでポップアップ表示されるかを選択する。 
 
[一般モジュール設定]は、通常[可視性]ボックスは[表示]のままでよい。 
何らかの理由で作成したリソースを学生に表示したくない場合は、[非表示]を選択
する。 
 
設定後、[変更を保存する]をクリックする。 

 

IP アドレス 

1.確認 

2.選択

3.確認
4.クリック 
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作成したリソースが表示される。 
[ナビゲーションバー]→[コースの省略名]をクリックする。 

 

 
コースに作成したウェブページのリソースが追加されたことを確認する。 

 

IP アドレス 

1.クリック

IPアドレス 

1.確認
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(7) ファイルまたはウェブサイトにリンク 

 
「ファイルまたはウェブサイトにリンク」を使用してリソースを追加することにより、

あらかじめ Moodle 以外で作成した Word、Excel や PowerPoint などの資料、また動画・
音声のコンテンツなどをリソースとして使用することができる。 

 
ファイルをリソースとして使用する場合、学生はファイルを直接開くことができるため、

ダウンロードすることが可能である。 
 
また、あらかじめウェブサイトとして作成したコンテンツを、リソースとしてリンクし、

直接ウェブサイトを開いて学習させることも可能である。 
 
まずは、既存のファイルを使用したリソースの作成方法を以下に示す。 
 

 
コース画面を表示し、編集モードに切り替える。 
 
ウィークリーアウトラインの場合は、追加したい週の[リソースの追加]ボックス右
側▼ボタンをクリックする。 
（トピックアウトラインの場合は、追加したい回の[リソースの追加]ボックス右側
▼ボタンをクリックする。） 
 
プルダウンメニューの中から、[ファイルまたはウェブサイトにリンク]をクリック
する。 

 

IP アドレス 

2.クリック 

3.クリック 

1.クリック
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リソースの追加画面が表示される。 
 
[名称]ボックスに、追加するリソースのタイトルを記入する。 
 
[要約]ボックスに、追加するリソースの概要を入力する。 

 

 
入力完了後、リソースとして追加するファイルのアップロードを行う。 
[ファイルを選択またはアップロードする]をクリックする。 

 

IP アドレス 

2.入力 

1.入力 

IP アドレス 

1.クリック 
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ファイルのアップロード画面がポップアップ表示される。 
すでにコース内で作成されているフォルダ、およびアップロードされているファ

イルの一覧が表示される。 
※フォルダを作成する場合は、[フォルダを作成する]をクリックする。 
アップロードするフォルダを選択する。 

 

 
選択したフォルダが開き、フォルダの内容が表示される。 
[ファイルをアップロードする]をクリックする。 

1.クリック

1.クリック
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ファイルのアップロード画面が表示される。 
[参照]をクリックする。 

 

 
「ファイルの選択」ダイアログボックスが開く。 
アップロードするファイルを選択する。 
ファイル選択後、[開く]をクリックする。 

 

1.クリック 

1.クリック

2.クリック
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選択したファイルが参照ボックスに表示される。 
[このファイルをアップロードする]をクリックする。 

 

 
選択したファイルがフォルダ内へアップロードされる。 
[操作]フィールドの中から、アップロードしたファイルの[選択]をクリックする。

 

1.クリック

1.クリック
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選択したファイルが[ロケーション]ボックスに表示されたことを確認する。 
 
つづいて、[ウィンドウ]ボックス右側▼ボタンをクリックし、プルダウンメニュー
の中から、[同一ウィンドウ]または[新しいウィンドウ]を選択する。 
 
[同一ウィンドウ]を選択した場合は、学生がアップロードしたファイルを閲覧する
際、ブラウザ上に表示される。 
 
[新しいウィンドウ]を選択した場合は、学生がアップロードしたファイルを閲覧す
る際、新規ウィンドウが開き、ポップアップ表示される。 
 
いずれの場合も、リソースをクリックした際、「ファイルのダウンロード」ダイア

ログボックスが表示され、リソースをダウンロードするか、ブラウザで表示する

かを選択できる。 
 
ウィンドウ設定後、一般モジュール設定を行う。 
 
通常は[表示]のままにしておく。 
何らかの理由で、リソースを一時的に学生に見せたくない場合は[非表示]を選択す
る。 
 
すべての設定が完了後、[変更を保存する]をクリックする。 

 
 

1.確認

2.選択

3.確認

4.クリック 
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アップロードしたファイルがリソースとして追加されたことを確認する。 

 

 
ファイルのアップロードを行ったリソースは、学生がコースを受講する際、リソ

ース名をクリックすると、「ファイルのダウンロード」ダイアログボックスが表示

される。 
[開く]をクリックすると、選択したリソースが同一ウィンドウ、またはポップアッ
プ表示される。 
[保存]をクリックすると、リソースとしてアップロードしたファイルを保存でき
る。 

 

 

1.確認
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つづいて、あらかじめ作成したウェブサイトを用いてリソースを作成する。 
 
ウェブサイトの場合、Moodle外に公開しているウェブサイトに対して、そのままリンク

を作成するため、Moodle内にアップロードする必要なく、リソースを作成することが可能
である。 

 
既存のウェブサイトを使用したリソースの作成方法を以下に示す。 
 

 
コース画面を表示し、編集モードに切り替える。 
 
ウィークリーアウトラインの場合は、追加したい週の[リソースの追加]ボックス右
側▼ボタンをクリックする。 
（トピックアウトラインの場合は、追加したい回の[リソースの追加]ボックス右側
▼ボタンをクリックする。） 
 
プルダウンメニューの中から、[ファイルまたはウェブサイトにリンク]をクリック
する。 

 

2.クリック 

3.クリック 

1.クリック
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リソースの追加画面が表示される。 
 
[名称]ボックスに、追加するリソースのタイトルを記入する。 
 
[要約]ボックスに、追加するリソースの概要を入力する。 
 
[ロケーション]ボックスに、表示させたいウェブページの URLを入力する。 
 
[ウィンドウ]ボックス右側▼ボタンをクリックし、プルダウンメニューの中からリ
ソースの表示方法を選択する。 
 
表示方法の中から[同一ウィンドウ]を選択した場合は、そのままではリソースをク
リックした場合、リンク先に完全に画面が切り替わってしまう。 
リソースをMoodleサイト内に表示する為に、フレーム表示する設定を行う。 
 
[ウィンドウ]右側の[拡張要素を表示する]をクリックする。 

 

2.入力 

1.入力 

3.入力 

4.選択

5.クリック
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[同じページにページナビゲーションを表示したままにする]チェックボックスを
クリックし、チェックを入れる。 

 

 
[一般モジュール設定]は、通常は[表示]のままにしておく。 
すべての設定が終了後、[変更を保存する]をクリックする。 

 

1.クリック

1.確認
2.クリック 
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Moodleサイトがフレームで分割される。 
 
上のフレームには、リソースの要約が表示される。 
 
同時に、下のフレームには、リソースに設定したウェブサイトがMoodleサイトの
一部として表示されたことを確認する。 
 
フレームの境界線は、境界線にマウスポインタを合わせ、ドラッグすると上下に

位置を変更できる。 

 

1.確認

2.確認 

3.ドラッグ 
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(8) その他のリソース 

 
「テキストページの作成」、「ウェブページの作成」、「ファイルまたはウェブサイトにリ

ンク」以外にも、リソースの追加メニューがある。 
 
その他のリソースの追加メニューは以下のとおりである。 
 
・ラベルの表示 

 
コースサイトのメイン画面で、各リソースの補足説明などを表示する場合に用いること

ができるリソースである。 
 
・ディレクトリの表示 

 
コースサイト内でアップロードしたファイルが大量に増えた場合、閲覧したいファイル

がコースのどこに配置されているかわかりづらくなる。 
ディレクトリの表示を用いることにより、コース内のファイル構成を表示し、目的のフ

ァイルを選択することができる。 
コースサイト内にファイルがどれだけあるかを把握する際にも役立つ。 
 
・IMSコンテントパッケージの設置 

 
IMS Global Learning Consortium Inc.という非営利団体が策定する eラーニングの技術

標準規格を用いた教材をアップロードする際に使用する。 
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3.7 活動の追加 

(1) 活動とは 
 
Moodleでは、リソースとは別に、「テスト」や「簡易投票」、「出欠確認」などを行うこと

ができる「活動モジュール」が準備されている。 
 
また、教員と学生、あるいは学生同士、教師同士がコミュニケーションをとるための「掲

示板」や「チャット」が準備されている。 
掲示板やチャットを用いることにより、教師や学生が質問や議論等を行うことが可能で

ある。 
 
他にも、教師や学生が自由に用語を登録・閲覧できる「用語集」や「Wiki」なども準備さ
れている。 

 
今回は、様々なモジュールのうち、学生がリソースを用いて学習を行った後に、テスト

を行うためのテスト問題を作成することができる基本的なモジュールである、「小テスト」

モジュールについて解説を行う。 
 
また、活動の追加に関して、教師のロールを持ったユーザが活動を追加することを想定

して解説を行う。 
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(2) 小テストの作成 

 
小テストモジュールでは、多様な形式のテスト問題を作成することができる。 
 
まず、小テストの概要について設定を行う。 
その後テスト問題を追加していく。 
 
小テストでは、複数のテスト問題を組み合わせ、一つの小テストを構築していくことが

可能である。 
 
小テストモジュールで作成することができる問題タイプを、以下の表に示す。 
 

表 3-5 小テストに使用できる問題タイプ 

問題タイプ 説 明 

計算問題 
計算問題では、小テスト実施時に値と置き換えられるワイルドカー

ドを使用した数値問題を作成できる。 

説明 

説明は、実際の問題ではない。 
答えを要求されず、単にテキストや画像等のイメージが表示され

る。 
例えば、次に続く問題の前提としての説明を付加する場合などに使

用する。 

作文問題 
作文問題では、（画像等イメージを含む）問題に対して解答者が作

文形式の答えを書き込む。 

組み合わせ問題 
答えのリストとともに、小問題のリストが表示される。解答者は、

それぞれの問題に対して正しい答えを「一致させる」必要がある。

穴埋め問題 
穴埋め問題は、テキスト内に多肢選択問題、記述問題、数値問題を

埋め込むことができる。 

多肢選択問題 

問題（画像等イメージを含む場合もある）に対して、解答者が複数

の答えの中から解答を選択する。 
一つの正解を選択する単一解答、および複数の正解を選択する複数

解答を作成できる。 

記述問題 

問題（画像等イメージを含む場合もある）に対して、解答者が言葉

またはフレーズを入力する。 
異なる評定において、多くの正しい答えが存在する可能性がある。

また、答えの入力に関して、大文字小文字を区別することができる。

数値問題 
連続した数値の範囲の答えを、正解として設定できる。解答者には、

記述問題と同じように見える。 

ランダム記述 
組み合わせ問題 

現在作成している記述問題を用いて、ランダムに小問題を出題する

ことができる。 

○／×問題 
問題（画像等イメージを含む場合もある）に対して、解答者は 2
つの選択肢（○または×）から答えを選択する。 

出所：「MoodleDocs」http://docs.moodle.org/ja/ 
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つづいて、小テストの作成方法を以下に示す。 
 

 
コース画面を表示し、編集モードに切り替える。 
追加したい週または回のプルダウンメニューの中から[小テスト]をクリックする。

 

 
小テストの追加画面が表示される。 
[名称]および小テスト開始時に表示されるイントロダクションを入力する。 

 

1.クリック

2.クリック

2.入力 

1.入力 
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つづいて[タイミング]の設定を行う。 
 
小テストを実施する際に期間を設ける場合は、[小テスト公開日時]および[小テス
ト終了日時]の[No]チェックボックスをクリックし、チェックをはずした後、日付
の設定を行う。 
 
次に、小テストに制限時間を設ける場合は、[Yes]チェックボックスをクリックし、
チェックを入れた後、制限時間を入力する。 
 
つづいて、テスト問題を複数受験する際に設ける待ち時間について設定を行う。 
 
[最初と 2 回目の受験の待ち時間]は、2 回目の小テストを受ける際、1 回目のテス
トのあとに、一定時間間隔を置き、すぐに再テストを受けることができないよう

にする場合に選択する。 
 
[2 回目以降の受験の待ち時間]は、3 回目以降の小テストを受ける際、前回のテス
トのあとに、一定時間間隔を置き、すぐに再テストを受けることができないよう

にする場合に選択する。 
 
どちらの待ち時間も、通常は、すぐに再テストを受けることができるように[なし]
が選択されている。 

 
 
 

2.選択 

1.選択 

3.選択 
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つづいて[表示]の設定を行う。 
 
[1ページあたりの問題数]は、通常[無制限]が選択されている。 
 
問題数が多い場合など、複数のページに分割して問題を掲載したい場合は、プル

ダウンメニューの中から問題数を選択する。 
 
[問題をシャッフルする]は、問題の出題順を小テスト受験のたびに入れ替えること
で、学生同士の問題のコピー防止低減などに使用する。 
 
通常[No]が選択されており、作成した順番に問題が出題される。 
 
問題が表示される順番を変更する場合は[Yes]を選択する。 
 
[問題内部をシャッフルする]は、多肢選択問題や組み合わせ問題等、選択肢が表示
される問題にのみ反映される。 
 
選択肢の順番を小テスト受験のたびに入れ替えることで、同じく学生同士の問題

のコピー防止低減などに使用する。 
 
通常[Yes]が選択されており、変更しない場合は[No]を選択する。 

 
 
 

1.選択

2.選択

3.選択
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つづいて[受験]の設定を行う。 
 
[受験可能回数]は、通常[無制限]が選択されている。 
 
受験回数に制限を設ける場合は、1受験から 6受験までの範囲で選択できる。 
 
[直近の解答内容を反映させる]は、通常[No]が選択されており、毎回新たな問題が
表示される。 
 
前回の解答内容を反映する場合は[Yes]を選択する。 
 
[アダプティブモード]は、小テストを受験している最中に、再度解答を行うことが
できるかどうかを選択する。 
 
通常[Yes]が選択されており、一度間違えても再度受験することができる。 
 
なお、再度受験した場合にペナルティとして減点を設定できる。 
設定方法は次ページの手順 6にて紹介する。 
 
一度間違えた場合に再度受験させない場合は[No]を選択する。 

 

1.選択

2.選択

3.選択
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つづいて[評定]の設定を行う。 
 
[評定方法]は、複数回の受験が許可されている場合に、評定を計算する方法を選択
する。 
 
[最高評定]を選択した場合、複数受験した中での最高点が評点となる。 
 
[平均評点]を選択した場合、すべての受験での点数を単純平均した値が評点とな
る。 
 
[最初の受験]を選択した場合、1回目の受験の点数が評点となる。 
 
[最新の受験]を選択した場合、直近に受験した最新の点数が評点となる。 
 
[ペナルティを適用する]は、学生が再受験できる場合、最終評定からペナルティ分
の点数を差し引くかどうかを選択する。 
 
通常[Yes]が選択されており、問題作成時に点数を設定可能である。 
 
何度受験してもペナルティとして点数を差し引かない場合は[No]を選択する。 

 

1.選択

2.選択

3.選択
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つづいて[学生はレビューできる]および[セキュリティ]の設定を行う。 
 
[学生はレビューできる]では、それぞれのタイミングで受験者が「解答」、「得点」、
「フィードバック」、「正解」、「全般に対するフィードバック」を行うことができ

るかどうかを選択する。 
 
[小テストにセキュアウィンドウを表示する]は、通常[No]が選択されている。 
 
[Yes]を選択すると、小テスト時にブラウザがフルスクリーン表示になり、別のペ
ージを閲覧しながらの解答などを行いにくくすることができる。 
 
[パスワード]は、任意項目である。 
パスワードを設定した場合は、小テストを受験する前にパスワードを入力する必

要がある。 
 
[ネットワークアドレス]は、特定の IP アドレスからのアクセスした場合のみテス
トを行えるようにする場合に設定する。 

 

1.選択 

2.選択

3.入力
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つづいて[一般モジュール設定]および[全体のフィードバック]の設定を行う。 
 
[グループモード]では、通常グループなしが選択されている。 
 
コースサイト同様、グループごとに閲覧の制限を行う場合のみ設定を変更する。 
 
[可視性]では、通常[表示]のままでよい。 
何らかの理由で作成した小テストを学生に表示したくない場合は、[非表示]を選択
する。 
 
[全体のフィードバック]では、小テストを受験終了後、評点の結果によって異なる
テキストを表示する際に、何点から何点までの範囲の場合はどのようなテキスト

を表示するか、といった設定を行う。 
 
評点境界には、パーセント入力および数値での入力を行うことができる。 
 
すべての設定完了後、[変更を保存する]をクリックする。 

 

1.選択

2.入力 

3.クリック 
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小テストの活動が追加され、テスト編集画面が表示される。 
[問題バンク]の中から[問題作成]ボックス右側▼ボタンをクリックする。 
プルダウンメニューの中から、作成する問題の種類を選択する。 
本テキストでは、例として[○／×問題]を作成する。 

 

 
○／×問題の編集画面が表示される。 
[カテゴリ]ボックスは、小テストでカテゴリを作成した場合のみ選択する。 
[問題名]ボックスに、表示する問題名を入力する。 

 
 

1.選択 

1.確認

2.入力 
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[問題テキスト]テキストボックスに、問題文を入力する。 
 
HTMLエディタを使用して、文字の装飾等を行うことができる。 
 
[表示イメージ]ボックスは、問題文に表示させたい画像がある場合、右側▼ボタン
をクリックし、一覧からすでにアップロード済みの画像を選択する。 
 
[評点のデフォルト値]は、この問題の評点の最大値を入力する。 
 
[ペナルティ要素]は、受験者が再度受験する場合のペナルティが設定されている場
合、0～1の間で設定することができる。 
 
※本テキストの例では、ペナルティが設定されていないため、確認のみ行う。 
 
※ここで設定した値に、評点を掛け算した数値が、評点からマイナスされる。 
 
[全体に対するフィードバック]では、受験後に全員に表示されるテキストを入力す
る。 
 
問題テキスト同様、HTML エディタを使用して、文字の装飾等を行うことができ
る。 

 

2.選択

1.入力 

3.選択 
4.選択

5.確認

6.入力 
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画面下部へスクロールする。 
 
[正解]ボックス右側▼ボタンをクリックし、[○]または[×]を選択する。 
 
[解答「○」に対するフィードバック]ボックスに、[○]を選択した場合に表示され
る文章を入力する。 
 
[解答「×」に対するフィードバック]ボックスに、[×]を選択した場合に表示され
る文章を入力する。 
 
※[解答「○」に対するフィードバック]および[解答「×」に対するフィードバッ
ク]は、問題テキスト同様、HTMLエディタを使用して、文字の装飾等を行うこと
ができる。 
 
すべての入力完了後、[変更を保存する]をクリックする。 

 

2.入力 

4.入力 

1.選択

3.入力 
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再びテスト編集画面が表示され、作成した問題が追加される。 
問題のプレビューを確認する場合は、作成した問題名の左側の[操作]フィールドよ
り、[プレビュー]をクリックする。 

 

 
作成した問題がプレビュー表示される。 
フィードバックを確認するには、答えを選択し、[送信]をクリックする。 

1.確認 

操作フィールド 

2.クリック

1.選択

2.クリック



 

第 3章 Moodleサーバの設定 

－168－ 

 

 
それぞれの解答のフィードバックが、答えの下に表示されたことを確認する。 
 
解答の結果に合わせて、それぞれの解答のフィードバックの下に、解答の評点が

表示される。 
 
全般に対するフィードバックがさらに下に表示される。 
 
確認後、[プレビューを閉じる]をクリックする。 

 

それぞれの解答のフィードバック 

評点 

1.クリック 

全般に対するフィードバック
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再びテスト編集画面が表示される。 
[操作]フィールドのチェックボックスにチェックを入れ、[小テストに追加する]を
クリックする。 

 

 
選択した問題が、[この小テストの問題]に追加される。 
必要があれば評点を変更し、[変更を保存する]をクリックする。 

2.クリック

1.クリック

2.クリック

1.確認
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変更が保存される（画面は切り替わらない）。 
[ナビゲーションバー]→[コースの省略名]をクリックし、コースサイトへ切り替え
る。 

 

 
作成した週（または回）に、小テストが追加されたことを確認する。 

1.クリック 

ナビゲーションバー 

1.確認
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(3) その他の活動 

 
「小テスト」以外にも、活動の追加メニューがある。 
 
その他の活動モジュールは以下のとおりである。 
 
・SCORM/AICCモジュール 

 
SCORM および AICC は、ベンダーに関係なく、あらゆる学習システム上で教材が機能
するための国際標準規格である。 

 
これらの規格に準拠した形式で教材を作成することにより、Moodle内で使用している教
材を、同じくこれらの国際標準規格に準拠している他の LMSにエクスポートしたり、逆に
他の LMSから教材をインポートすることができる。 

 
・Wikiモジュール 

 
Wiki（ウィキ）とは、不特定の人物が自由に書き込むことができるWebページのことで、
ハワイ語で「早く」という意味を持つ。 

 
オンライン百科事典の「Wikipedia（ウィキペディア）」のように、コースに参加する学
生や教員が、自由に書き込むことができるモジュールである。 

 
全員が参加するプロジェクトや討論などにも使用できる。 
 
また、Wiki モジュールに書き込むことができるロールを教師や学生に限定したり、グル

ープ毎に限定したりすることも可能である。 
 
・チャットモジュール 

 
チャットモジュールを使用すると、教師と学生、あるいは教師同士、学生同士がリアル

タイムでディスカッションを行うことができる。 
 
議論や進行中プロジェクトの意見交換、オフィスアワーの代替手段として使用すること

ができる。 
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・データベースモジュール 

 
データベースモジュールを用いて、Access を用いたテーブルを作成する感覚でデータベ
ースを作成することができる。 

 
フィールド名、フィールドタイプ、フィールドの説明等を指定し、レコードを入力し、

データベースとして表示することができる。 
 
また、データベースとして、テキスト入力の他、画像イメージや各ファイル、URLのリ
ンクなど、多くのフォーマットを用いることができる。 

 
・フォーラムモジュール 

 
フォーラムモジュールを用いて、電子掲示板を設置することができる。 
 
フォーラムでは、テキスト入力の他、ファイルを添付し、他の学生や教師が自由に閲覧

することができる。 
 
フォーラムの形式は、ネスト表示やツリー表示、投稿日時順の表示など、様々な形式に

対応している。 
 
・レッスンモジュール 

 
レッスンモジュールでは、様々な問題を追加し、解説やテスト、および「クラスタ」を

用いて順番を複雑に構成することができるモジュールである。 
 
小テストモジュールでは、比較的簡単にテストを作成することができるが、レッスンモ

ジュールを用いると、正誤によって次に出現する問題を変更したり、解答を書かずに説明

だけを表示したりすることもできる。 
 
・ワークショップモジュール 

 
ワークショップとは「研究集会」あるいは「参加型講習会」という意味がある。 
 
ワークショップモジュールでは、ある学生が提出した課題について、他の学生や教師が

評価することができるモジュールである。 
大学等のゼミや、市民講座・オープンカレッジ等での使用が考えられる。 
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・投票モジュール 

 
投票モジュールでは、複数の選択肢を作成し、択一式の投票を行うことができる。 
 
トピックに関する理解度の測定や、リサーチを行うためのアンケート等に使用すること

が可能である。 
 
・用語集モジュール 

 
用語集モジュールでは、教師や学生が、辞書のようなリストを作成することができる。 
 
用語集モジュールは、見た目はフォーラムモジュールと似ているが、インデックスやキ

ーワードを利用して用語を検索することや、並び替えを行うことができる。 
 
・課題モジュール 

 
課題モジュールは、課題の提出期間や評点、ファイルサイズ等を設定し、さまざまな種

類のファイルを提出することができるモジュールである。 
 
教師は、提出された課題を採点し、コメントを添付することができる。学生は、採点さ

れた評点およびコメント、提出日時等を、ログとして閲覧することができる。また、ログ

を用いると、教師は学生が課題を提出した証拠として利用することもできる。 
 
また課題モジュールは、「ファイルの高度なアップロード」、「オンラインテキスト」、「単

一ファイルのアップロード」、「オフライン活動」から選択する。 
 
「ファイルの高度なアップロード」は、学生は 1 つまたは複数のファイルをアップロー
ドすることができる。 
学生は、提出したファイルに関する進捗状況などの情報を記述することが可能である。 
また、完成していない課題に関しては、下書きを設定することも可能である。 
このタイプの課題の提出は、学生が手動で行う必要がある。 
 
「オンラインテキスト」は、Moodle上で、テキストの編集を行い、提出をする形式の課

題を課すことができる。 
 
「単一ファイルのアップロード」は、ワード文書や画像イメージ、圧縮ファイル、音楽

ファイルなど、あらゆる形式の中から指定された形式のファイルをアップロードすること

ができる。 
 
「オフライン活動」は、Moodle外で課題を課す場合に使用する。Moodle外のWebサイ
トや対面による課題を課す際に、課題の説明や、評定に使用することができる。 
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・調査モジュール 

 
調査モジュールは、COLLES あるいは ATTLS という調査方法を用いて、学生に調査を
行うことが可能である。 

 
COLLESは、6つに分類された 24の簡単な質問で構成される。 
また、ATTLS は、協力的な「関連認識」、批判的な「分離認識」の測定のために考案さ

れ、学習スタイルの測定に使用される。 
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4.1 動作環境 

ナレッジデリは、株式会社デジタル・ナレッジが開発した eラーニング統合 ASP サービ
スである。 

 
ASP（Application Service Provider：アプリケーションサービスプロバイダ）を使用するこ
とにより、ユーザがソフトウェアをインストールする必要なく、ブラウザ上で操作を行う

ことができる。 
 
ナレッジデリを使用するにあたり、教材を作成するために必要とされている推奨環境お

よび受講者がコンテンツを閲覧するために必要とされているパソコン環境が、それぞれ公

開されている。 
 

(1) 教材作成環境 
 
管理者権限を持つユーザが、ナレッジデリ内で教材を作成するにあたり、必要である環

境を以下の表に示す。 
 

表 4-1 教材作成環境 

分類 必要環境 

CPU Intel Pentium Ⅲ 1GHz相当以上 

メモリ 512MB以上 

ハードディスク 20GB以上 

ディスプレイ 16bitカラー12インチ以上・解像度 1024×768ドット以上 

マウス 必須 

マイク 必須（DAT等の他媒体から音声取り込みの場合はその機材） 

スピーカー 必須（イヤホン、ヘッドホンでも可） 

ネットワーク 1Mbps以上推奨 

ブラウザ Microsoft Internet Explorer 5.5 SP2以降 

ソフトウェア Microsoft Windows Media Player 7.1以降 

OS Microsoft Windows 98／2000（※）／XP 

※PowerPointファイルからコンテンツを作成する場合は、PowerPoint2000／2002または 2003
が必要になる。 
※Word ファイルからコンテンツを作成する場合は、Word2000／2002／または 2003 が必要
になる。 
※初めて教材を制作する際には、ActiveX を Web 上から自動的にインストールする為、
ActiveXを登録できる環境が必要となる。 

出所：「大塚商会」https://www.otsuka-shokai.co.jp/products/edu/eln/deli_action.html 

 

－ －
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(2) 受講者環境 
 
つづいて、受講者権限を持つユーザが、ナレッジデリ内でコースを受講するにあたり、

必要である環境を以下の表に示す。 
 

表 4-2 受講者環境 

分類 必要環境 

CPU Intel MMX Pentium 200MHz相当以上 

メモリ 64MB以上 

ディスプレイ 16bitカラー12インチ以上・解像度 1024×768ドット以上 

マウス 必須 

スピーカー 必須（イヤホン、ヘッドホンでも可） 

ネットワーク 56kbps以上 ※音声のエンコード方式に依存 

ブラウザ Microsoft Internet Explorer 5.5 SP2以降 

ソフトウェア Microsoft Windows Media Player 6.4以降 

OS Microsoft Windows 98／2000（※）／XP 

※プラグインや専用アプリケーションなど特殊なソフトは不要 
出所：「大塚商会」https://www.otsuka-shokai.co.jp/products/edu/eln/deli_action.html 

 

4.2 ユーザの作成 

(1) ログイン・ログアウト 
 
ナレッジデリでは、申込み後、IDおよびパスワードが発行される。 
 
まずはログインを行い、各ユーザの作成を行う。 
 
申込みによって、ログイン画面の URLは異なるが、本テキストでは、「Study.jp スクー
ル会員」からのログイン方法について解説を行う。 
（※「Study.jp スクール会員」URL：http://study.jp/biz/） 
 
ログイン・ログアウトの手順を、次ページに示す。 

－ －
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前ページに表示されている URLを入力する。 
「Study.jpスクール会員ログインページに切り替わる。 
[会員用 e ラーニングログイン]右側の[ID]ボックスおよび[PASS]ボックスに、支給
された IDおよびパスワードを入力する。 
入力後、[ログイン!]をクリックする。 

1.入力

 
HOME画面が表示されたことを確認する。 
つづいてログアウトを行う。 
画面右上のメニューより[ログアウト]をクリックする。 

3.クリック 

2.入力

1.クリック

 

－ －
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ログイン前のページが再び表示されたことを確認する。 

1.確認 

 
(2) ユーザ登録 

 
ナレッジデリでは、最初に管理者権限で IDが発行されている。 
 
ナレッジデリのユーザ権限は、大きく分けて「MANAGER（管理者）」と「USER（その
他利用者）」に大別される。 

 
つづいて、ユーザの追加手順を以下に示す。 
 

ログインを行い、HOME画面が表示する。 
メニューの中から[運用・管理する]をクリックする。 

1.クリック

 

－ －
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運用・管理画面が表示される。 
[登録]→[ユーザ登録]をクリックする。 

1.クリック

 
ユーザ登録画面が表示される。 
任意で部門を作成し、クラス別・学科別などでユーザを分けることもできる。 
部門を作成する場合は、[部門作成]をクリックする。 

1.クリック

－ －
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「新規部門」という名前で部門が作成される。 
部門は黄色く塗りつぶし表示され、同時に IDの左に赤いフラッグが表示される。
部門名を変更する場合は、[操作]フィールド→[プロパティ]をクリックする。 

1.クリック

 
プロパティがポップアップ表示される。 
[部門名]ボックスに、任意の部門名を入力する。 
[保存]をクリックする。 
※変更が反映されるが、プロパティはポップアップ表示され続ける。 
[ウィンドウを閉じる]をクリックする。 

 

1.入力

2.クリック
3.クリック

－ －
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ユーザ登録画面に戻る。 
変更した部門名をクリックする。 

1.クリック

 
部門内のユーザ一覧が表示される。 
ユーザを作成するには[ユーザ作成]をクリックする。 

1.クリック

 

－ －
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ユーザ情報の追加画面が表示される。 
 
ユーザ ID、氏名、eメールアドレス、パスワードは必須項目である。 
 
また、作成するユーザに与えたいユーザ権限・eラーニング権利を選択する。 
 
なお、属性およびランクは初期設定のままにしておく。 
 
入力完了後、[登録]をクリックする。 

1.クリック

2.選択
3.選択

4.入力

 

－ －
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ユーザ作成が完了し、「ユーザを作成しました。」と表示されたことを確認する。

ユーザ定義画面へ戻る為、[ユーザ定義]をクリックする。 

2.クリック

1.確認

 
作成したユーザが、部門内に追加されたことを確認する。 
確認後、メニューの中から[HOME]をクリックする。 

2.クリック

1.確認

－ －
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ID左側のアイコンで、権限を識別可能である。 
MANAGER権限のユーザは赤い人型のアイコンが表示される。 
また、USER権限のユーザは青い人型のアイコンが表示される。 

 赤 

青 

 

4.3 コンテンツの作成 

(1) コンテンツの作成 
 
ナレッジデリでは、作成した教材は自動的に「コンテンツ BOX」に保存される。 
 
また、コンテンツを作成する場合も、コンテンツ BOXから作成を始める。 
 
コンテンツ BOX では、あらかじめ準備した PowerPoint や Word、HTML ファイル、

Webページ、または動画などさまざまなファイルを教材として使用できる。 
 
また、その場でテキストを入力し、コンテンツを作成することもできる。 
 
さらに、PowerPointおよびWordを使用した教材をアップロードする場合は、音声やテ

ロップなどの指示動作を付加し、動的な教材を作成することができる。 
 
教材作成後、コースにコンテンツを追加し、コース教材としてユーザに見せることがで

きる。 
 
本テキストでは、コンテンツ BOXから PowerPointファイルを用いてコンテンツを作成

する方法を以下に示す。 

－ －
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ログインを行い、HOME画面が表示する。 
メニューの中から[教材を作る]をクリックする。 

1.クリック

 
教材作成画面が表示される。 
[コンテンツ BOX]をクリックする。 

1.クリック

 

－ －
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教材作成画面が表示される。 
[コンテンツ BOX]をクリックする。 

1.クリック

 
コンテンツ BOXが表示される。 
[コンテンツを追加する]をクリックする。 
 
※コンテンツを大量に作成する場合などは、フォルダを作成し、コンテンツを整

理することも可能である。 

1.クリック

 

－ －
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教材の形式選択画面が表示される。 
[PowerPoint取り込み型]をクリックする。 

1.クリック

 
「使用するコンテンツの選択と変換」ダイアログボックスが表示される。 
[参照]をクリックし、教材に使用する PowerPointファイルを選択する。 
※「web保存の規定値を使用する」および「PPTのページ設定を使用する」は、2004
年 4 月 6 日以前に作成したコンテンツの更新を行う場合のものである為、チェッ
クを入れる必要はない。 

1.クリック 

2.クリック

－ －
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アップロードの途中で、「セキュリティ警告」が表示される。 
 
上から 3番目の[承認（送信先ホストを今後信頼）]にチェックを入れる。 
 
上から 3 番目を選択することにより、以降のアップロード時には警告を表示せず
にアップロードすることができる。 
 
選択後、[OK]をクリックする。 

1.クリック

2.クリック 

 
アップロード完了後、アップロードしたスライドおよび指示動作の選択画面が表

示される。 
[新規作成]タブをクリックする。 
また、画面右上のページ選択ボックスをクリックし、指示動作を付加するスライ

ドを選択できる。 

1.クリック 2.クリック

 

－ －
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[ボタン 1]タブが付加され、スライド上に「PLAY」ボタンが表示される。 
指示動作を付けたいカーソルまたは鉛筆を選択する。 

 
[録画]をクリックする。マウスをドラッグしたタイミングで、指示動作を付加する
ことができる。また、マイクを使用して、同時にナレーションを付加できる。 
終了したいタイミングで[停止]をクリックする。 

1.確認 
3.選択 

2.確認 

2.ドラッグ

3.クリック 

1.クリック 

－ －
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プレビューを確認する場合は、画面右上の[プレビュー]をクリックする。 
別ウィンドウでプレビュー画面が表示される。 

1.クリック 

 
「PLAY」ボタンをクリックすると、録画した指示動作が開始される。 
確認後、[×]ボタンをクリックし、ウィンドウを閉じる。 

1.クリック

 
つづいて、他のページのスライドに指示動作をつける。 
他のページのスライドに切り替える場合や指示動作の編集を終了する場合は、必

ず先に保存を行う。 
画面右上の[保存]をクリックする。 
保存後、ページ選択ボックスより、目的のスライドを選択する。 

1.クリック
2.選択

 

－ －
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保存を行った場合も、ページを移動するかどうか、確認ダイアログが表示される。

保存を行った場合は、[OK]をクリックする。 

 
1.クリック 

 
[新規作成]タブをクリックする。 
 
[ボタン 1]タブが追加され、同時に[PLAY]ボタンがスライド上に追加される。 
 
[詳細／シンプルメニューの変更]スイッチをクリックする。 
 
[詳細／シンプルメニューの変更]スイッチを切り替えると、[PLAY]ボタンの移動
や、指示動作の移動・削除、指示動作の色や大きさを選択できる。 
また、より多くの指示動作を選択できる。 
 
本テキストでは、大きな指のカーソルを使用して指示動作をつける。 

1.クリック

2.クリック 

 

－ －
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指示動作の一覧より[カーソル]をクリックする。 
右側のカーソル一覧より左から 2番目の大きな指のカーソルを選択する。 

2.クリック 

1.クリック

 
[録画]ボタンをクリックする。 
指示動作をつけたいタイミングで、ドラッグで指示動作を付加する。 
マイクがある場合は、同時にナレーションを付加することもできる。 
指示動作付加後、[停止]ボタンをクリックする。 

3.クリック 

1.クリック 

2.ドラッグ

－ －
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[保存]をクリックする。 
プレビューを確認する場合は、[プレビュー]をクリックする。 
すべての指示動作付加後、[終了]ボタンをクリックする。 

1.クリック 

2.クリック 

 
終了するかどうかの確認ダイアログが表示される。 
先に保存を行った場合は、[OK]をクリックし、編集を終了する。 

 
1.クリック 

 
コンテンツ BOX画面に戻る。 
作成した PowerPointファイルのコンテンツが追加されていることを確認する。 

操作フィールド1.確認 

 
また、一度作成したコンテンツは、操作フィールドの各メニューを用いて編集を行うこ

とが可能である。 
各メニューの働きを、以下の表に示す。 
 

表 4-2 受講者環境 

操作メニュー 働き 

プロパティ タイトル名を変更する 

編集 コンテンツの指示動作を再編集する 

移動 コンテンツが配置されているフォルダから他のフォルダへ移動する 

PPT更新 ほかの PowerPointのファイルに変更する 

削除 作成したコンテンツを削除する 

ダウンロード コンテンツをダウンロードする 

 

－ －
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(2) テスト教材の作成 

 
「コンテンツ BOX」では、学習を行うためのコンテンツの作成の他、テスト教材を作成
することもできる。 

 
あらかじめ PowerPointで作成した問題のスライドを使用して、テスト問題を作成するこ
とができる。 

 
また、ブラウザ上で直接テキスト入力を行い、問題を作成することも可能である。 
 
本テキストでは、コンテンツ BOXから PowerPointファイルを用いてテスト教材を作成

する方法を以下に示す。 
 

コンテンツ BOX画面より、[コンテンツを追加する]をクリックする。 

1.クリック

 
教材の形式選択画面が表示される。 
[テスト問題形式]をクリックする。 

1.クリック

 

－ －
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テスト教材に PowerPointを使用するかどうかの確認ダイアログが表示される。 
[OK]をクリックする。 

 

1.クリック

 
「使用するコンテンツの選択と変換」ダイアログボックスが表示される。 
[参照]をクリックし、使用する PowerPointファイルを選択する。 
ファイル選択後、[次へ]をクリックする。 

1.クリック 

2.クリック

 
問題編集画面が表示される。問題タイトルを入力し、問題形式、正解、配点等を

選択する。 
選択後、[保存]をクリックする。 

1.入力

2.選択

3.クリック

－ －
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コンテンツ BOXに、作成した問題が追加されたことを確認する。 

1.確認 

 

4.4 コース教材の作成 

(1) コンテンツおよびテスト教材の登録 
 
ナレッジデリでは、「コース」の中にコンテンツおよび教材を登録することで、受講者が

学習できるコースが作成される。 
 
コース作成後、コースをシステムに反映することにより、受講者が実際に学習すること

ができる。 
 
まずは、コンテンツおよび教材の登録方法を以下に示す。 
 

HOME画面上部メニューの中から[教材を作る]をクリックする。 
教材作成画面の中から[コース教材として見せる]をクリックする。 

1.クリック 

2.クリック

 

－ －



 

第 4章 ナレッジデリの設定 

197  

 
コース定義画面が表示される。 
コースを作成する為、[新規追加]をクリックする。 

1.クリック

 
コースのプロパティがポップアップ表示される。 
[名称]および[コースの特徴]を入力する。 
入力後、[保存]をクリックする。保存後、[ウィンドウを閉じる]をクリックする。

 

1.入力

2.入力

3.クリック

4.クリック

－ －
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作成したコースが一覧に追加されたことを確認する。 
つづいて、コースにコンテンツを追加する為、コース名をクリックする。 

1.クリック

 
章・単元定義画面が表示される。章の中に単元を定義する。 
まずは章を定義する。[章を追加]をクリックする。 

1.クリック

 
「章の追加」ダイアログボックスが表示される。 
[章の名称]、[説明文]を入力後、[登録する]をクリックし、ウィンドウを閉じる。

1.入力 

2.クリック 

3.クリック 

－ －
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作成した章が追加されたことを確認する。 
つづいて、作成した章の中に単元を追加する。[単元を追加]をクリックする。 

1.確認 
2.クリック 

 
作成した章が追加されたことを確認する。 
つづいて、作成した章の中に単元を追加する。[単元を追加]をクリックする。 

1.確認 
2.クリック 

 
「単元の追加」ダイアログボックスが表示される。 
[単元の名称]を入力する。 
[種別]から[テキスト]と[テスト]のどちらを追加するかを選択する。 

1.入力

2.選択

－ －
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それぞれの項目を設定後、[登録する]をクリックする。 
登録完了後、[ウィンドウを閉じる]をクリックする。 

1.クリック

2.クリック

 
章の中に作成した単元が追加されたことを確認する。 
※コンテンツを割り当てる前は「割り当てなし」と表示されている。 
コンテンツを割り当てる為に、[コンテンツの割り当て]をクリックする。 

2.クリック 
1.確認

 
コンテンツの割当て画面が表示される。 
作成した単元に割り当てるコンテンツにチェックを入れる。 
[チェックした項目をコースに設定する]をクリックする。 

1.クリック 

2.クリック 

 

－ －
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画面左側に、割当てたコンテンツが表示されたことを確認する。 
章・単元定義に戻る為、[章・単元定義]をクリックする。 

2.クリック

1.確認

 
作成した単元にコンテンツが追加され、「コンテンツ有」と表示されたことを確認

する。同様に章や単元をさらに追加していく。 

1.確認 

 
(2) コースのシステムへの反映および受講者登録 

 
コースを作成した時点では、まだユーザはコースを学習することができない。 
コースをシステムへ反映し、受講者登録を行うことで、初めて HOME画面にコースが表
示される。 

 
コースのシステムへの反映および受講者の登録方法を、次ページに示す。 

－ －
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まずは、現在の HOME画面の状態を確認する。 
メニューの中から[HOME]をクリックする。 

1.クリック

 
HOME画面のコース選択一覧に、コースがまだ反映されていないことを確認する。
つづいて、コースを反映する。[教材を作る]をクリックする。 

2.クリック 

1.確認

 
教材作成画面が表示される。 
[コース教材として見せる]をクリックする。 

1.クリック

 

－ －
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コース定義画面が表示される。 
[操作]フィールドの中から[コースをシステムに反映する]をクリックする。 

1.クリック 

 
コースがシステムに反映されたことを確認する。 
つづいて、受講者の登録を行う為、[運用・管理する]をクリックする。 

2.クリック

1.確認

 
運用・管理画面が表示される。 
[受講登録内容の変更]をクリックする。 

1.クリック 

 

－ －
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受講登録内容の変更画面が表示される。 
まず、コース作成者自身も登録を行うまでは、コースが表示されない為、作成者

本人の登録変更を行う。 
本人のユーザ名右側の[登録変更]をクリックする。 

1.クリック 

 
登録変更画面が表示される。 
受講するコースの[受講]フィールドチェックボックスにチェックを入れる。 
[開始予定日]および[終了予定日]に日付を入力する。 
※「YYYYMMDD（西暦 4桁、月 2桁、日 2桁）」の形式で入力する。 
※入力後、他のボックスに移動すると、「YYYY/MM/DD」の形式に自動変換され
る。 
入力完了後、[登録する]をクリックする。 

2.入力 
3.クリック

1.クリック 

 

－ －
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選択したコースが登録されたことを確認する。 
※同様に、他のユーザも受講登録を行う。 

1.確認

 
本人の受講登録完了後、HOME画面に戻る。 
コース選択に受講登録を行ったコースが表示されていることを確認する。 

1.クリック

2.確認

 

－ －
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－ －
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5.1 サーバの設定 

本テキストでは、Moodleをインストールするサーバとして、Vine Linuxを用いている。 
Vine Linuxをインストールする必要がある場合は、本章を参考としていただければ幸いで
ある。 

 

(1) インストール用 CDの作成 
 

① Vine Linuxの入手方法 
 
Vine Linuxはさまざまな方法で入手が可能である。 
無料で配布されているもの、および商用アプリケーションやサポート等が付属している

製品版がある。 
 
Vine Linuxの公式サイトにて紹介されている入手方法を以下に示す。 
 

表 5-1 Vine Linuxの入手方法 

方 法 詳 細 

製品版を購入 

「Vine Linux 4.2 Commercial Release」（以下、Vine Linux 
4.2CR）は、かな漢字変換システムに Wnn8 for Vine Linux 
を標準システム(Intel版のみ)として採用し、商用フォント
には業界標準のリコートゥルータイプフォント 8 書体
及びダイナフォント 5 書体を採用した商用パッケージで
ある。また、本製品は、Intel PC, PowerPC の両アーキテ
クチャに対応している。 

カスタム製品を購入 

Vine Linuxベースのカスタムシステムは、ヴァインカーブ
社で提供している。教育機関（大学）向けは、Vine Linux
をベースにカスタマイズされた Vine Linux Educational 
Editionを用意している。 

ダウンロード 
Vine Linuxは、次表のWebサイトや FTPミラーサイトか
ら無償でダウンロードすることができる。（2009年 2月 4
日現在） 

書籍や雑誌付録から入手 
各種書籍・雑誌の付録として CDあるいは DVDが付属し
ている。 

出所：「Vine Linux公式サイト」http://www.vinelinux.org/ 

 
また、Vine Linux公式サイトにて紹介されている Vine Linuxのダウンロード先を、次ペー

ジに示す。 

－ －
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表 5-2 Vine Linuxのダウンロード先一覧（2009年 2月 4日現在） 

ダウンロード先 詳 細 

Ring Server Project 

http://www.ring.gr.jp/pub/linux/Vine/  
ftp://ftp.ring.gr.jp/pub/linux/Vine/  
ftp://core.ring.gr.jp/pub/linux/Vine/  
ftp://ring.asahi-net.or.jp/pub/linux/Vine/ 

KDDI研究所 
http://ftp.kddilabs.jp/Linux/packages/Vine/ 
ftp://ftp.kddilabs.jp/Linux/packages/Vine/  

北陸先端科学技術大学院大学 
http://ftp.jaist.ac.jp/pub/Linux/Vine/ 
ftp://ftp.jaist.ac.jp/pub/Linux/Vine/  
rsync://ftp.jaist.ac.jp/pub/Linux/Vine 

奈良先端科学技術大学院大学 
http://ftp.nara.wide.ad.jp/pub/Linux/Vine/  
ftp://ftp.nara.wide.ad.jp/pub/Linux/Vine/  
rsync://ftp.nara.wide.ad.jp/Vine 

大阪大学 ftp://ftp.ics.es.osaka-u.ac.jp/pub/mirrors/Vine/ 
名古屋大学 ftp://ftp.nuie.nagoya-u.ac.jp/pub/Linux/Vine 
神戸大学 ftp://ftp.kobe-u.ac.jp/pub/Linux/packages/Vine/ 
東京大学 http://ftp.ecc.u-tokyo.ac.jp/VINELINUX/ 
理化学研究所 ftp://ftp.riken.go.jp/pub/Linux/vine/ 

山形大学 
ftp://ftp.yz.yamagata-u.ac.jp/pub/linux/Vine/ 
http://ftp.yz.yamagata-u.ac.jp/pub/linux/Vine/ 

出所：「Vine Linux公式サイト」http://www.vinelinux.org/ 

 
なお、本テキストでは、DVDに収録している、Vine Linuxのインストール用 CDの作成
による導入方法を解説する。 

－ －
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付属 DVD中の[vinelinux]フォルダを開く。 
さらにブランク CD-Rをドライブに挿入する。 
CD/DVDドライブが 1つのみのパソコンを使用している場合は、[vinelinux]フォル
ダごとデスクトップ等へコピーし、DVDを取り出した後、ブランク CD-Rを挿入
する。 

 
CD挿入後、ダイアログが自動的に表示される。 
「書き込み可能な CDフォルダを開く」を選択し、[OK]をクリックする。 

 

1.クリック

2.クリック

 

－ －
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[書き込み可能な CD]フォルダが開く。 
[vinelinux]フォルダ内のファイルをすべて[書き込み可能な CD]フォルダ内へドラ
ッグする。 

 

 
ドラッグしたファイルが、[CD に書き込む準備ができたファイル]一覧に追加され
る。 
[CD書き込みのタスク]→[これらのファイルを CDに書き込む]をクリックする。

 

1.ドラッグ

1.クリック

 
[CD書き込みウィザード]が起動する。 
任意の CD名を入力後、[次へ]をクリックし、書き込みを開始する。 

 

1.入力

2.クリック

 

－ －
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(3) Vine Linuxのインストール 

 
CD-Rへの書き込み完了後、つづいてインストールを行う。 
Vine Linuxは、以下の方法でインストールを行うことができる。 
 
・インストール用 CDからのインストール 
・インストーラ起動用ファイルのみの CDからのインストール 
・USBメモリ等からのインストール 
・PEXによるインストール 

 
本テキストでは、通常良く使用される、インストール用 CD からのインストールについ
て解説を行う。 

 
また、インストールを行う PCは、OSを一旦削除し、Vine Linux専用の PCとして設定
する方法を解説する。 

 
あらかじめ必要なデータ等は全てバックアップを取ってあることを想定しているので、

操作を行う場合は、データ等のバックアップを全て行った後に操作を進めるよう十分に注

意する。 
 

Vine Linuxのインストール用 CDを挿入し、パソコンの再起動を行う。 
インストーラ起動画面が表示され、boot：のプロンプト表示後、[Enter]キーを押す。

1.Enter

 

－ －
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オープニング画面が表示され、その後ようこそ画面が表示され、[次へ]をクリック
する。言語の選択画面が表示される。日本語を選択し、[次へ]をクリックする。 

1.確認

2.クリック 

 
キーボード設定では、キーボードの種類を選択し、[次へ]をクリックする。 

1.クリック

2.クリック 

 

－ －
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インストールの種類では、[全てインストール]を選択し、[次へ]をクリックする。

1.クリック

2.クリック 

 
ディスクパーティションの設定では、今回は[自動パーティション設定]を選択す
る。選択後、[次へ]をクリックする。 

1.クリック

2.クリック 

 

－ －
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自動パーティション設定では、今回は新しく Vine Linuxのみの OSのサーバを構築
するため、[システムのすべての Linux パーティションを削除]を選択し、[次へ]を
クリックする。 

1.クリック

2.クリック 

 
ネットワークの設定では、[DHCP 経由で自動設定]を選択する。（後ほどルータ等
で固定 IPの設定を行う。）[次へ]をクリックする。 

1.クリック 

2.クリック 

－ －
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ファイアウォール設定では、[ファイアウォールを有効にする]をクリックする。必
要に応じ、特定のアクセス許可設定を行い、[次へ]をクリックする。 

1.クリック 

 
追加の言語サポートでは、通常そのままで良いが、必要な場合は言語を追加選択

し、[次へ]をクリックする。 

3.クリック 

2.選択 

2.クリック 

1.選択 

 

－ －
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タイムゾーンの選択では、[Asia/Tokyo]を選択し、[次へ]をクリックする。 

1.クリック 

2.クリック 

 
Root パスワードの設定および一般ユーザアカウントの作成では、ログイン時に使
用する Rootアカウントのパスワードを設定する。 
一般ユーザアカウントは後ほど必要に応じて作成する。[次へ]をクリックする。 

1.入力 

2.クリック 

－ －
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つづいて[デフォルトのソフトウェアをインストール]を選択し、[次へ]をクリック
する。 

1.クリック 

2.クリック 

 
インストールの準備が完了する。[次へ]をクリックする。 

1.クリック 

 

－ －
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つづいて、パッケージのインストールが開始される。 
30分～1時間程度かかる為、しばらく待機する。 

1.確認

 
インストールが完了する。 
[再起動]をクリックする。 

1.確認 

 

－ －
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6.1 ルータの設定 

本テキストでは、EC-CUBEおよびMoodle用のサーバとして Vine Linuxを使用する際に、
これから固定 IP アドレスおよびポートを設定する必要がある場合に参考にしていただけれ
ば幸いである。 

 

(1) 固定 IPの設定 
 
固定 IPを設定し、サーバとして使用する場合、グローバル IPアドレスおよびローカルの

ネットワーク環境内のローカル IPアドレスをそれぞれ設定する。 
 
本テキストでは、一般的に利用される、ルータを使用したネットワーク環境で、ブラウ

ザから操作を行い、ルータに固定 IPを設定する方法を解説する。 
 
ルータの画面は、ルータの種類により異なるが、本テキストでは例として、BUFFALO社
「Broad Station BBR-4HG」を用いた設定方法について解説を行う。 

 
Vine Linuxをインストールした PCを起動し、ブラウザを起動する。 
URLに、ルータのローカル IPアドレスを入力する。 
ルータのログイン画面が表示される。 
[ユーザ名]および[パスワード]を入力する。 
[ログイン]をクリックする。 

2.入力

1.入力

3.クリック

 

－ －
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TOP画面が表示される。 
[アドバンスト]をクリックする。 

1.クリック

 
アドバンストモード画面が表示される。画面左側メニューより[WAN設定]→[WAN
ポート]をクリックする。 
[WAN側]IPアドレスから[手動設定]を選択する。 
プロバイダより支給された[IP アドレス]および[サブネットマスク]を設定し、[設
定]をクリックする。 

1.クリック

2.入力 

3.クリック

－ －
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[LAN設定]→[LANポート]をクリックする。 
[DHCPサーバ機能]→[使用しない]ラジオボタンをクリックし、チェックを入れる。
[OK]をクリックする。 

1.クリック

2.クリック 

3.クリック

 

(2) アドレスの変換 
 
グローバル IP の設定完了後、つづいて、グローバル IP をローカル IP に変換する際の設
定を行う。 

 
設定の手順を次ページに示す。 

－ －
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[LAN設定]→[DHCPサーバ]をクリックする。 
画面下部へスクロールする。ネットワークに接続しているパソコンのローカル IP
一覧が表示されている。 
[手動割当ルール入力]をクリックする。 

1.クリック

2.クリック

 
[LAN設定]→[DHCPサーバ]をクリックする。 
[手動割り当て設定]の任意の[IP アドレス]およびサーバに使用するパソコンの
[MACアドレス]を入力する。 
入力後、[追加]をクリックする。 
その後、[登録・保存]をクリックする。 

4.クリック

1.クリック

2.入力

3.クリック

 

－ －



 

第 6章 付録：固定 IPの設定 

223  

 

 
サーバマシンのMACアドレスを確認する場合は、以下の方法で確認することがで
きる。 
 
[パネル]→[GNOME端末]をクリックする。 
 
「ifconfig」と入力し、[Enter]キーを押す。 
 
[ハードウェアアドレス]を確認する。 

1.クリック
2.入力

3.確認

 

－ －
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－ －
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